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日本語・日本事情
(1997年4月　-1998年3月)
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1.授業科目一覧

授 業 時 間
開単
位
設数

学 期 別 週 授 業 時 数
備 考

前 期 後 期 通 年

◎ 日 本 語 初 級 I 1 2 2
広島大学外国人留学

生のための授業である0

日本語初級 I か ら日

本語中級IIは では通年

の授業ではない○

◎印の授業は東広島、

霞の両地区で開講0

◎ 日 本 語 初 級 II 1 2 9

日 本 語 初 級 lII 1 2 2

日 本 語 初 級 IⅤ 1 2 2

日 本 語 初 級 Ⅴ 1 2 2

◎ 日 本 語 中 級 I 1 2 2

◎ 日 本 語 中 級 II 1 2 2

日 本 語 中 級 III 1 2 2

日 本 語 中 級 IⅤ 2 2 2

日 本 語 中 級 Ⅴ 2 2 2

日 本 語 中 級 ⅤI 2 2 2

日 本 語 中 級 Vll 2 2 2

日 本 語 中 級 Vm 2 2 2

日 本 語 中 級 IX 2 2 2

日 本 語 上 級 I 2 2 2

日 本 語 上 級 II 2 2 2

日 本 語 上 級 III 2 2 2

日 本 語 上 級 1Ⅴ 2 2 2

日 本 語 上 級 Ⅴ 2 2 2

日 本 語 上 級 ⅤI 2 2 2

日 本 語 上 級 Ⅴll 2 2 2

日 本 事 情 I 2 2 2

日 本 事 情 II 2 2 2

日 本 事 情 III 2 2 2

日 . 本 事 情 IⅤ 2 2 2

日 本 事 情 Ⅴ l 2 ・1 2

日 本 事 情 ⅤI - 2 1 2 2

日 本 事 情 Ⅵ1 - 2 1 2 2
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2.授業内容

(1)東広島キャンパス(Higashihiroshima Campus)

日本語初級(Elementary Japanese)

授 業 科 目 日本語初級 I ・II ・III ・IV ・V

C ourseT itle E lem entary Japanese I ・II ・III ・IV ・V

担 当教 官 深見兼孝 .中川正弘 .下村真理子 .渡部浩見 .迫田久美子

P rofessor K .F ukam i ・M .N akagaw a ・M .Shim om ura ・H .W atanabe ・K .Sakoda

目 標 かな及び初歩的な文法、簡単な漢字の読み方を習得させる0
A im T each K ana,basic gram m ar,and sim ple K anji readings.

内 容 初歩的な文法事項、語桑の口頭及び筆記による練習0

C ontents P ractice of basic gram m ar,oral and w ritten vocabulary.

テ キ ス ト 日本語初級 I ・II ・III ・V コンパクトジャパニーズ 1

T ext E lem entary Japanese I ・II ・III ・V C om pact Japanese 1
日本語初級IⅤ テープ教材 (日本語初歩)

E lem entary Japanese IV tape(N ihongoshoho)

日本語中級(Intermediate Japanese)

授 業 科 目 日本語中級 I ・II ・III
Course T itle Interm ediate Japanese I ・II ・III

担 当教 官 浮田三郎 .堀田泰司 .渡辺久美

P rofessor S .U kida ・T .H otta ・K .W atanabe

目 標 初級クラスで学習した基礎的な語桑 .文型 .表現の定着をはかるとともに、

A im 語柔力を高め、豊かな表現力を身に付けさせる0 加えて種々の場面に応じ
た実用的な日本語能力を習得させる0

C onsolidate the basic vocabulary,structures and expressions studied

at elem entary classes.
E nrich the am ount of vocabulary and the pow er of expressions.

T each practicalJapanese in various real situations.

内 容 短文を中心に構成さ才し 会話を多く取り入れた教材を用い、場面に応じた

C ontents 適切な表現を学びながら、既習の語桑 .文型 .表現の応用練習を行う0 併

せて新出の語桑 .文型 .表現を口頭練習、書 く練習によって学習し、より
日本語らしい表現の習得を目指す0

U se daily life m aterials m ainly com posed of short passages and learn

appropriate expressions in different situations. It also aim s to teach

m ore naturalJapanese by applying old and new vocabulary,structures
and expressions in oral and w ritten exercises.

テ キ ス ト コンパクトジャパニーズ2
T ext C om pact Japanese 2
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授業科 目 日本語中級IV - V

CourseT itie Interm ediate Japanese IV ・V

担 当教 官 下村真理子 .山中康子

P rofessor M .Shim om ura ・Y .Y am anaka

目 標 中級レベル前半の学習を終えた学生を対象と.し、主に読解力を身に付ける

A im ことを目的とする0

Increase the pow er of reading com prehension for students w ho have

com pleted the first part of Interm ediate Japanese.

内 容 教科書に沿って、毎回一つのテーマを中心に読解、文章表現の練習をする0

C ontents 併せて、漢字、文章の書き取り、短い作文の練習など、学生の日常生活に

役立つ文章語の表現能力を養う0

C oncentrate on a them e in a textbook each tim e and practice different
types of expressions.

D evelop the pow er ofexpression in w ritten language,w hich is usefulto

the everyday lives of students,through dictation ofK am iand passages

and through practice of short com position.

テ キ ス ト

T ext

日本語2 nd ステップ

授 業 科 目 日本語中級ⅤI

Course T itle Interm ediate Japanese VI

担 当教 官 渡部浩見

P rofessor H .W atanabe

= 中級レベルの聴解力を養う0

A im D evelop listening ability of Japanese at interm ediate level.

内 容 カセットテープを即 )、毎回一つのテーマで、現代日本社会に関する説明

C ontents 文を聞き、その内容をどれくらい理解できているかチェックする0 テープ

スクリプトは見ないで、耳の訓練を行う0 更にその内容についての質問に

簡潔に書いて答える練習も行う0

C assette tapes about contem porary Japanese society are used. A

different them e is used each tim e. Instructor w illcheck how m uch the

text is understood. P ractice listening ability w ithout reading the
script. Students also need to answ er sim ple question w ith regard to the

contents of the tape.

テ キ ス ト
T ex t

毎日の聞き取り50日上
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持 t B IJ 日本語中級VII・VIII

担 当 教 官 田村泰男

目 標 中級IV - V までに学習してきた項目について確実に運用できるようにさせ

るとともに、 日本語の 「聞 く」「話す」「読む」「書 く」の四技能をバランス

よく身に付 けさせる0

内 容 読解用の文章を読むことによって、既習の文型 . 語桑 .表現を整理 し、併

せて新 しい文型 .語桑 . 表現を学習する0 その際、口頭練習で定着をはか

るとともに、書き言葉 に属する言い回し、或いは文型を「書 く」作業によっ

て練習 し、文章レベルでの理解をはかる0 これらの作業の後、教材の内容

理解を確認するために練習問題を使って質疑応答を行 う0

テ キ ス ト テーマ別中級から学ぶ日本語

授 業 科 目 日本語中級IX

担 当 教 官 中川正弘

目 標 人に伝 えたい気持ち、言葉で表したい内容を日本語で表現する能力を高め

る0

内 容 「読む」「書 く」など、受動的な学習に偏 りやすい中級日本語学習者の日本

語運用能力が どのようなものであるかを、提出させる作文によって確認 し、

そこに現れる間違いの分析によって、文法の理解 を正す と同時に、上級日

本譜、さらに日本人の日本語に近づ くために、日本語について文法以外に

どんなことを知 らねばならないかを考えていく0

テ キ ス ト 自主教材

日本語上級(Advanced Japanese)

授 業 科 目 日本語上級 I

担 当 教 官 深見兼孝

目 標 時事日本語の聴解能力を養い、併せてそれに特有の語桑 .表現を学習する0

内 -容 A . 時事論評を聞き、その内容を理解する練習を行う0

後 にそれを文字化したものを読み、理解を補足する0

さらに重要語句の使い方について練習する○

B . ニュースを聞き、

1)その内容を理解する練習を行う0

2)スクリプトの完成を行う0

テ キ ス ト 自主教材
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授業科 目 日本語上級II

担 当教 官 中川正弘

目 標 日本語における 「表現」の様々な側面を考察することで、内容や文法のレ

ベルにとどまらず、表現行為や解釈行為まで含めた 「ことば」とはどんな

ものであるかを理解する0

内 容 文章練習とその徹底的な分析を柱とする0 ほぼ毎週短い作文を提出しても

らい、これは当然添削して返却するが、添削では到底表すことができない

日本語という言葉の問題、誤用の分析、また言葉の 「選び」などに現れる
日本文化、日本社会の考察を通して、外国人の日本語と日本人の日本語を

隔てているものが何であるか検討してゆく0

テ キ ス ト 自主教材

授 業 科 目 日本語上級III

担 当教 官 多和田員一郎

= 日本人のものの見方 .考え方について理解を深めるとともに、それを題材

とする討論により (日本語の) 口頭表現能力の増進をはかる0

内 容 「オモテとウラ」「ウチとソト」「ホンネとタテマエ」などの日本人のもの

の見方 .考え方、行動様式に関して記述された文章を読む0 また、「文化」

をいかに捉え、理解すべきかについても考察を加える0

テ キ ス ト 自七蝣Vi¥¥

授 業 科 目 日本語上級IⅤ

担 当 教 官 田村泰男

目 標 慣用句を中心とした語桑や上級文法を習得させることによって日本語の読

解力 .文章表現力を養わせる0 併せて言語表現の背後にある日本の文化や

社会現象についての知識を身に付けさせる0

内 容 主として新聞の 「経済」「社会」「文化」面から、日本の実社会を反映して

いる題材や身近な題材をとり、それに漢字の読み書き.慣用句 .文法など

を問題として加えて編集したものをテキストとして用いる0 授業では、先
ず、「読める」ことを第一の目標とし、次に個々の文章の意味が正確に理解

できるように語桑の意味、表現を整理していく0 これらの作業の後、題材

についての説明を行い、クラスでその内容についての討論を行う0

テ キ ス ト 白土ra t

-61-



授 業 科 目 日本語上級Ⅴ

担 当 教 官 鳴瀬昌幸

目 標 コンピュータの基本的な取扱方法、タイピングを習得する と共 に、コン

ビュータ上で日本語の文書を作成する能力を身に付 けるO 余裕があれば、

他言語混在文書の作成、日本語データ処理にも触れたい0

内 容 1lコンピュータの基本的な取扱方法

2.タイピング

3.ソフトウエアの基本操作

4.日本語の入力

1)入力方法 2)ひらがな . カタカナ 3)漢字の変換 と選択

4)記号 5)他言語の文字

5 .文書作成実習

テ キ ス ト 自主教材

授業 科 目 日本語上級ⅤI

担 当教 官 橋本敬司

目 標 聴解力、読解力および会話能力の総合的向上○

内 容 ニュース、新聞の社説が理解できることを目的としたテキストを使用し、

テープを聞いてニュースの内容が把握できるよう聴解力を養い、新聞の社
説が理解できる程度の読解力を養う0 更にクラスでは、聞いてわかる、読

んでわかることはもちろん、わかったことをどのように表現できるか、デイ

スカツシヨンしながらその会話能力も養う○

テ キス ト テーマ別上級で学ぶ日本語

授 業 科 目 日本語上級ⅤII

担 当 教 官 堀田泰司

j-ll; 上級レベルの会話、スピーチ、討論会等の練習により、より実践的な口頭

表現力の増進をはかる0

内 容 日本人によるモデル会話、スピーチ、討論会のビデオ、テープ等による聞

き取 り練習 と、その中でよく使われている語桑、表現の学習を踏まえ、学

生自身にも様々な状況での口頭発表並びに討論の実体験をさせる0

テ キ ス ト 自主教材
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日本事情(Japanese Culture)

授 業 科 目 日本事情 I

担 当 教 官 浮田三郎

目 標 日本の諺を学ぶことにより(時には世界各国の諺と対照比較して)、日本語

的な表現、日本的な考え方、日本の文化 .風土などの理解を目指す0

内 容 日本の代表的な諺を、時には世界各国の諺と対照比較しながら、日本語的
な表現、日本的な考え方、日本の文化 .風土を学習する0 各々の諺がもつ

ているテーマやそこで使用されている素材を考える0 諺の表現の特徴やお

もしろさを考える0 簡単なクイズ形式の設問を用いて考えてみる機会を与
える○各々の諺について、留学生達の意見、対照比較できるような自国の

諺や表現とその考え方を発表してもらい、意見の交換をする0

テ キ ス ト 自主教材

授 業 科 目 日本事情 II

担 当 教 官 西川節行

目 標 留学生が日本を理解するために必要な知識の習得0 それは、また、 日本で

の生活適応、異文化適応の知識の習得でもある0 日本に関する基本的な知

識の学習 とともに、中心を現代日本の社会の仕組みの考察にお く○更に地

域理解のため、広島県及び東広島市への理解を深める0

内 容 1 .生活適応、異文化適応…‥….日本での生活に必要な情報の取 り方など

2 .基本的な知識 ..…….日本の歴史 .地理 . 自然 . 文化 .伝統 . 芸術 . 宗教

など

3 .現代の日本の社会….…..日本人の生活 . 職業 .教育 .福祉 .食生活 .趣

味 .余暇な ど

4 .日本の産業、経済、経営…‥….会社の仕組み . 日本的経営 .企業系列 .

証券市場 . 円高問題 . 日本でビジネスする方法 . 国際経済 .企業 と

コンピュータなど

5 .日本の行政………政治 .行政 . 県庁、市役所の仕組みなど

6 .広島理解のために…‥….広島の歴史、地理、政治、行政、産業、文化、

教育、将来 ビジョンなど

7 .東広島市理解のために..……. (同上) .見学など

テ キ ス ト 自主教材
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授 業 科 目 日本事情lII

担 当 教 官 今石正人

= 日本の戦後の映画を鑑賞 し、時代 .歴史 .社会 . 文化について理解を深め

る0

内 容 「東京物語」「家族ゲーム」「とな りの トトロ」を見て日本の家族の問題を

考 える0 「七人の侍」「タンポポ」「寅次郎夕焼 け小焼け」を見て、日本の娯

楽映画の特徴を考える0 「心中天網島」を見て、日本の様式美について考 え

る○質疑応答、ディスカッション形式で意見の発表 .交換を行う0

テ キ ス ト 自主教材

授 業 科 目 日本事情IⅤ

担 当 教 官 鳴瀬昌幸

目 撃 コンピュータで日本語を扱うためには、多数の問題点が克服 されねばなら

なかった0 本講では、 この点を踏 まえつつ、コンピュータ上の日本語処理

について理解を深め、自身で日本語処理 を体験する0 併せて、マニュアル

等に見られるコンピュータ関連の語桑の習得を目指す0

内 容 第 1 章 ワー ドプロセッサ

1.ワー ドプロセッサ以前 2.ワー ドプロセッサの誕生

3.ワープロソフトへの進化

第 2 章 コンピュータ上の日本語処理入門

1.概説 2.日本語入力 3.日本語入力(2)

4 .データ処理 5.通信ネットワーク 6 .処理実習

テ キ ス ト 自主教材

授 業 科 目 日本事情Ⅴ

担 当 教 官 高永茂

= 言語文化の面から、日本の文化についての理解を深めさせる0

内 容 1.生活の中の語桑 と文化

2.言葉 とジェンダー

3.言霊 と思想

4.日本の伝統 .説話

5.外来語 と日本語の歴史

6ー方言 と日本語の歴史

を中心に時事問題なども取 り上げる0

テ キ ス ト 自主教材
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授 業 科 目 日本事情ⅤI

担 当 教 官 橋本敬司

目 標 現代日本社会の深層を形成する日本文化の理解 と現代 日本の解読0

内 容 いじめ、自殺、脳死、過労死など現代の日本の社会及び人間の病理を読み

解 くために、古典の中に見 られる宗教観、人生観、無常観に迫る0 西行、

芭蕉、近松の作品を取 り上げて読み、今 と昔を比較しながら意見を交換す

る0

テ キ ス ト 自主教材

授業科 目 日本事情ⅤlI

担 当教 官 長谷川伸次

目 標 日常生活や社会的慣行の中に息づく日本の伝統文化や社会的風土を観察 .

認識することで、時事問題へのより深い理解と学習を目指す0

内 容 1.新聞、雑誌等を挺子として、日本の社会的経済的問題点を討議する0

2.日本人 . 日本社会の思考体系や行動様式を討議する0

3.必要に応じて公共施設や企業訪問を実施する0

テ キ ス ト 自主教材
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(2)霞キャンパス(Kasumi Campus)

日本語初級(Elementary Japanese)

授業 科 目 日本語初級 I ・II
CourseT itle E lem entary Japanese I ・II

担 当 教 官 山中康子 .渡部浩見
Professor Y .Y am anaka ・H .W atanabe

目 標 かな及び初歩的な文法、簡単な漢字の読み方を習得させる0
A im T each K ana,basic gram m ar,and sim ple K anjireadings.

内 容 初歩的な文法事項、語桑の口頭及び筆記による練習0
C ontents P ractiece of basic gram m ar,oral and w ritten vocabulary.

テ キ ス ト コンパクトジャパニーズ1
T ext C om pact Japanese 1

日本語中級(Intermediate Japanese)

授 業 科 目 日本語中級 I ・II
CourcだT itle Interm ediate Japanese I ・II

担 当 教 官 渡部浩見 .内藤祐子
P rofessor H .W atanabe ・Y .N aitoh

目 標 初級クラスで学習した基礎的な語桑 .文型 .表現の定着をはかるとともに

A im 」、語桑力を高め、豊かな表現力を身に付けさせる0 加えて種々の場面に応じ
た実用的な日本語能力を習得させる0

C onsolidate the basic vocabulary,structures and expressions studied

at elem entary classes.
Enrich the am ount of vocabulary and the pow er of expressions.

T each practicalJapanese in various real situations.

内 容 短文を中心に構成され、会議を多く取 り入れた教材を用い 場面に応じた

C ontents 、適切な表現を学びながら、既習の語桑 .文型 .表現の応用練習を行う0 併
せて新出の語桑 .文型 .表現を口頭練習、苦く練習によって学習し、より

日本語らしい表現の習得を目指す0

U se daily life m aterials m ainly com posed of shortpassages and learn

appropriate expressions in different situations. It also aim s to teach
m ore naturaU apanese by applying old and new vocabulary,structures
and expressions in oraland w ritten exercises.

テ キ ス ト
T ext

日本語中級 ト コンパクトジャパニーズ C om pact Japanese 2

日本語中級II- 授業で指示 to be announced
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日本語研修コース

中　川　正　弘

(広島大学留学生センター・助教授)

第二十四期(1997年4月～97年9月) (21名)

【修了者】

氏 名 呼 び 名 出 身 国 生 年 専 攻 専 門 教 育

D h a rm a r a tn e , A n u ia T h im a li ア ニ ユ ジ ヤ ス リ ラ ン カ 1 9 6 8 計 算 機 科 学 広 島 大 学

T im o tiw u , P a u l B e n y a m in テ イ モ テ ィ ー ウ イ ン ドネ シ ア 1 9 6 2 植 物 生 理 学 〟

D e lo w e , S u z a n n e ス ー ジ ー イ ス ラ エ ル 19 6 9 日 本 語 教 育 学 〟

J o e , S u n Y o u n g ジ ョ ー 韓 国 1 9 6 8 日 本 文 学 〟

A b d u l R a z a k , M o h a m m a d

R a d h フ ア イ マ レ ー シ ア 1 9 6 2 経 済 学 〟

A g u s P u rw a n to プ ル ワ ン ト イ ン ドネ シ ア 1 9 6 4 物 理 学 〟

M e n d o z a , C ir o N ic a s io チ ロ パ ラ グ ア イ 1 9 7 0 医 学 〟

B e r e n g e n a M a n c h a d o , M a n u e l マ ニ ユ エ ′レ ス ペ イ ン 1 9 7 2 分 子 生 命 薬 学 〟

D e l P o z o , R o d rig o Iv a n ロ ド リ ゴ ベ ネ ズ エ ラ 19 7 2 歯 学 〟

L ie c h ti, O liv ie r オ リ ビ エ ス イ ス 1 9 7 2 情 報 工 学 〟

A d i S o e p r iia n t o ア デ イ イ ン ド ネ シ ア 1 9 6 4 電 気 工 学 〟

M a s is , J u lio R o b e r to フ リ オ コ ス タ リ カ 1 9 7 1 土 木 建 築 工 学 〟

E l-S a ie d , H o s a m E a s a フ サ ム エ ジ プ ト 1 9 6 6 生 物 学 〟

H a m e e d , S h e ik h R a s h id ラ シ ツ ド パ キ ス タ ン 1 9 6 9 生 物 学 〟

J a c k s o n , R ic h a rd M ic h a e l リ チ ャ ー ド イ ギ リ ス 19 6 9 地 理 学

A b d e l-B a n a t, B a b ik e r

M o h a m e d A h m e d
バ ビ キ ー ル ス ー ダ ン 1 9 6 5 農 業 防 疫 学 山 口 大 学

M e r id a , L id ia リ デ ィ ア ボ リ ビ ア 1 9 6 4 医 学 〟

E k o H a n u d in エ コ イ ン ド ネ シ ア 19 6 4 生 物 環 境 保 全 学 愛 媛 大 学

C ru z . A n d r e F r e ire ア ン デ レ ブ ラ ジ ル 1 9 7 1 生 物生 産 シ ステ ム学 . 〟

C ic h a , I w o n a M a le o r z a ta イ ヴ オ ナ ポ ー ラ ン ト 1 9 7 2 医 学 〟

N im ia g o , P a tr ic k パ ト リ ッ ク パプアニューギニア 1 9 6 7 森 林 資 源 学 〟

-67-



第二十五期(1997年10月～98年3月) (23名)

氏 名 呼 び名 出身 国 生年 専 攻 専 門教 育

C h o n la w o rn , P iy a d a ビ ヤ ダ タ イ 1975 日 本 史 学 広島大 学

H o u le ,J a m es R a lp h ジ ェ イ ム ズ ア メ リ カ 1968 教 育 学 〟

Z u ev a, V alen tin a V ictorov na ヴアレンティナ ウ ク ラ イ ナ 1970 日 本 文 学 〟

N o ntach aiy ap o o n , S u re ep orn ス リ ボ ー ン タ イ 19 74 植 物 学 〟

K o h a sh i, P atricia Y um i ユ ブ ラ ジ ル 19 72 生 物 医 学 〟

P a w a r, V aish a li S h ash ik a nt ヴ アイ シ ャ リ イ ン ド 1970 水 産 学 〟

A h m a d , N orlia ノ ル リ ア マ レ ー シ ア 19 72 経 済 学 山口大 学

B ou ch n ev , A n d re y

V a le riev ich
ア ン ド レ イ ウ ク ラ イ ナ 197 4 日 本 語 学 〟

K h a tla n i. T an v ir S a lee m タンヴ イール イ ン ド 19 68 生 物 学 ′′

R u tto , L a b a n K ip k o rio n y ル ツ ト ケ ニ ア 197 2 農 林 生 産 学 愛媛 大学

W o ng su e, R attiy a ラ テ ィ ヤ タ イ 196 7 教 育 学 島根 大学

K ae w pe t, C h am n on g チ ャ ン ノ ン タ イ 196 7 教 員 研 修 留 学 生 ′′

F e rna n d ez, A m y D a co フェルナンデス フ ィ リ ピ ン 196 7 教 員 研 修 留 学 生 ′′

P an p hu n p h o , S o m sri ソ ム シ リ タ イ 1965 教 員 研 修 留 学 生 高知大 学

S u n , H ee Ju n g (宣 希放 ‥) ソ ン 韓 国 1967 教 員 研 修 留 学 生 〟

S ilv a , N eu sely F erna n d es ネ ウ セ リ ブ ラ ジ ル 1968 教 員研 修 留 学 生 〟

T h a n T un タ ン . トウン ミ ャ ン マ ー 19 67 経 済 学 広 島大 学

D a ria n .R idz ua n B in ダ リ ア ン シンガ ポー ル 1970 美 術 教 育 〟

G u na w a n グ ナ ワ ン イ ン ドネ シ ア 1967 日 本 語 教 育 学 〟

C a n d ari, M a riv ic D em a isip マ リヴ イツタ フ ィ リ ピ ン 1966 化 学 教 育 〟

G u o P en g (郭 戯 ) グ オ . ペ ン 中 国 19 69 教 育 学 〟

H aji A w a n g T e n ga h , H aii

A zm i
ハ ジ . アズ ミ ブ ル ネ イ 19 65 地 理 学 〟

B ra v o , Jo se G reg o rio ホ セ ベ ネ ズ エ ラ 19 65 教 育 学 〟
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日本語研修コース第24期(1997年度前期)予定表

)

L

>

3

4

5

6

7

8

9

L0

ll

12

13

1 4

15

16

17

18

19

00

期 日 行事 / 試 験等 特別研 究 指導 備 考

4 / 14 ~ 4 / 16

4 / 141印 (ll : 00 )

オ リエ ンテーション 4 / 16的 午後

4 / 1 4伯) ( 1 ‥0 0)

ホ ス トフ ァ ミリー案 内

4 / 16的 (11 ‥0 0)

開講式

クラス . ミーテ ィング

4 / 17~ 4 / 18

4 / 21~ 4 / 2 5
4 / 25 鋤 4 / 25位) ( 5 ‥00 )

広島市 ホス トファ ミ リー対面 会

4 / 28~ 5 / 2
4 / 29 的

5 / 3 (ア) 公休 日

5 / 5 - 5 .
5 / 8 ㈹ 9 ‥30 か ら

健康 診 断
5 / 5 C目) 公休 日

5 / 12~ 5 / 16
5 / 13 伏)

第 1 回試験

5 / 19~ 5 / 2 3
5 / 23 ㈲

宮島

5 / 2 6~ 5 / 3 0

6 / 2 ~ 6 / 6
6 / 5 ㈹

「専 門用語 」 開始

6 / 9 - 6 / 13
6 / 11的

第 2 回試験

6 / 16 ~ 6 / 20

6 / 23~ 6 / 27
6 / 2 8 - 2 9 (土 . 日)

高宮 ホー ム ステ イ

6 / 30~ 7 / 4

7 / 7 - 7 / ll
7 / 10的

第 3 回試験

7 / 14~ 7 / 18

7 / 21~ 7 / 25
7 / 2 5位)

マ ツダ工場 見学

7 / 2 1脚 公休 日

7 / 28~ 7 / 3 1

;/ l ~ 9 / 4 夏 季 休 業

9 - 5

9 / 8 - 9 / 12
9 / 10的

第 4 回試 験

9 / 15- 9 / 16
特別講 義 9 / 15C印

公 休 日

9 / 17
成果 発表 , 修 了式

-69-



日本語研修コース第25期(1997年度後期)予定表

期 日 行事/ 試験等 特別研究指導 備 考

10/ 9
15 : oo
オリエンテーション

10/ 15 l : oo 開講式 午後 クラスミーティング 14 : oo
ホス トファミリー案内

10/ 16- 10 / 17
10/ 18 ・19 土 . 日)
ビッグ . ジャンボリー

10/ 20- 10 X 24 10/ 2 5仕)
オリエンテーション.バスツアー

10/ 27- 10 / 31
10/ 3 1位) 10/ 31位) 16 ‥00
広島 ホス トファミリー対面

ll/ 3 - ll/ 7 ll/ 3 月) 公休 日
ll/ 5 ㈱ 創立記念 日

ll/ 10~ ll/ 14 ll/ 11㈹ ll/ 12的 9 ‥30一12 :oo ll/ 1 4鈎 16 ‥恥 -18 :oo
第 1 回試験 健康診断 インターナショナル.ティ.タイム

ll/ 17- ll/ 21
ll/ 2 1睦)
宮島

ll/ 24- ll / 28 ll / 24 月) 公休 日

12/ 1 - 12/ 5
12 / 4 ㈹
「専門用語」開始

12/ 8 ~ 12 / 12

12 / 15′、12/ 19
12 / 17㈹
第 2 回試験

12/ 22- 1 / 7 : 冬 苧 tt

l / :

1 / 12 ~ 1 / 16 1 / 15的 公休日

1 / 19~ 1 / 23

1 / 26′・1 / 30 1 / 2 7的
第 3 回試験

2 / 2 ~ 2 / 6
2 / 6 鈎

マツダ

2 / 9 - 2 / 13 2 / 11的 公休 日

2 / 16~ 2 / 2 0

2 / 23~ 2 / 27
2 / 25㈹
第 4 回試験

3 / 2 ~ 3 . 特別講義

3 / 4 修了式 15 : 00 成果発表 13 ‥20
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日本語研修コース関係講師一覧

第二十四期(1997年4月～97年9月)

専　任　　多和田　員一郎　　浮　田　三　郎　　中　川　正　弘　　深　見　兼　孝

田　村　泰　男　　橋　本　敬　司

非常勤　　今　石　正　人　　橘　　　孝　司　　谷　口　秀　治　　虞　中　　　環

松　尾　　　馨　　山　中　康　子

専門用語解説

総合科学部一西川節行、中越信和/教育学部一迫田久美子、木坂基/経済学部一

上田良文/医早部-石岡伸一、杉山政則、溝田宜和、笹征史/歯学部一丹根一夫

/工学部一久保川淳司、福島博/生物生産学部一長沼毅、藤田耕之輔、安藤忠男、

河野憲治/国際協力研究科一松岡俊二/理学部一小平治郎

第二十五期(1997年10月～98年3月)

専　任　　多和田　員一郎　　浮　田　三　郎　　中　川　正　弘　　深　見　兼　孝

田　村　泰　男　　橋　本　敬　司

非常勤　　今　石　正　人　　橘　　　孝　司　　谷　口　秀　治　　庚　申　　　環

松　尾　　　馨　　山　中　康　子

専門用語解説

教育学部-バヒリオ・ウマンガイ・マンザ-ノ、落合洋、松尾千秋、三浦省五、

相原和邦、町博光、堀田哲一郎/経済学部一榎本悟/生物生産学部一安藤忠男、

松田治/理学部一近藤勝彦、細谷浩史/医学部一杉山政則/文学部一岸田裕之
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日本語・日本文化研修プログラム

深　見　兼　孝

(広島大学留学生センター・助教授)

広島大学では、昭和60年度より日本語日本文化研修留学生を受け入れているが、昭和62

年度より特別経費の交付を受け、 「日本語・日本文化研修プログラム」を開始し、現在に至っ

ている。このプログラムは、日本語研修(「日本語・日本事情」で開設されているクラスか

ら選択)、指導教官の下での課題研究、日本語日本文化特別講義・見学プログラムからな

る。平成8年度後期、および平成9年度前期の日本語日本文化特別講義・見学プログラム

の概要は、次の通りである。

なお、研修生は研修の終わりに研修成果をレポートにまとめ、指導教官と留学生センター

に提出することになっている。留学生センターはそれらのレポートをまとめ、レポート集

として刊行する。

平成8年度後期

10月11日(金)

10月18日(金)

10月25日(金)

11月1日(金)

11月7日(木)

11月8日(金)

11月15日(金)

11月22日(金)

11月29日(金)

12月6日(金)

1月14日(火)

1月17日(金)

1月31日(金)

2月6日(木)

2月14日(金)

開講式・オリエンテーション

見学　広島市

映画「シコふんじゃった」

講義「日本的経営」　　　　西川節行(広島大学総合科学部)

講義「現代日本の女性問題」　平田冨美子(IWAD)

映画「ミンボーの女」

見学　宮島

見学　東広島市史跡巡り 飯田米秋(郷土史家)

映画「渋滞」

スポーツ大会

講義「日本の方言1-概論」　高永　茂(広島文化女子短期大学)

講義「日本の方言2-沖縄方言」　町　博光(広島大学教育学部)

講義「日本近代文学」

講義「日本の伝統芸能」

見学　マツダ

相原和邦(広島大学教育学部)

青木孝夫(広島大学総合科学部)

2月24日(月) -26日(水)　スキー研修

3月3日(月)、 5日(水)、 7日(金)　陶芸実習　川原浩二(陶芸家)
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平成9年度前期

4月18日(金)

5月9日(金)

6月1日(日)

7月4日(金)

9月5日(金)

オリエンテーション

見学　福山市(対潮桜など)

見学　壬生の花田植え

見学　筆工場

修了式
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その他の日本語教育活動

橋　本　敬　司

(広島大学留学生センター・講師)

講演・討論会

1998年1月23、 24両日、 「マルチメディアと外国語教育」と題して、講演・討論会を行っ

た。過去2度「日本語CA I、マルチメディア」をテーマに講演討論会を開催し、コンピュー

タ導入による教育、学習の重要性と、言語教育ソフトウェアの開発の必要性を痛感した。

今回は、日本語教育だけでなく、外国語教育、英語教育、フランス語教育、中国語教育

の世界で、どのようなマルチメディア教材が開発され、どのような教育、学習が行われて

いるか、その成果と現状に関して7件の講演を頂いた。どの講演も有意義かつ刺激的なも

ので、質疑応答も活発に行われ、実りのある会となった。

また総合討論では、今後は、実際に学習ソフトをどのように共同開発することができる

のか、またコンピュータ化する中で教師の存在意義などについて意見の交換が行われた。

詳細は、報告書に譲る。以下に、講演・討論会のプログラムと参加者名簿を掲載する。

プログラム

「マルチメディアと外国語教育」

1月23日(金) 10:00-17: 00 (学校教育学部大会議室)

午前の部　司会　中川正弘(広島大学留学生センター)

10:00-io:05　開会挨拶　多和田員一郎　広島大学留学生センター長

10:05-10:15　参加者紹介

10:15-n:00　日本語CALLの開発と課題

水町伊佐男先生(広島大学教育学部)

11 :00-ll :45　千葉大学外国語センターにおける英語CALL教育の実践

高橋秀夫先生(千葉大学外国語センター)

11:45-12:30　CALLにおける教師の役割

一協同アプローチのなかでの授業形態が要求するものとは-

津田撃先生(広島大学総合科学部)

12:30-13:30　食事
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午後の部1　司会　浮田三郎(広島大学留学生センター)

13 : 30-14 : 15　WWW上で実行可能な日本語教材の開発

赤堀侃司先生(東京工業大学教育工学開発センター)

14 : 15-15 : 00　画像の性質の違いが物語読解に与える影響について

池田伸子先生(九州大学留学生センター)

15:00-15:20　休憩

午後の部2　　司会　深見兼孝(広島大学留学生センター)

15:20-16:05　漢字熟語CA Iの授業利用について

脇田里子先生(福井大学教育学部)

16 : 05-17 : 00　初級中国語と韓国語の教育方法について

-中国語CAIと韓国語CAI導入と実践-

李奉賢先生・伊津信之介先生(東海大学福岡短期大学)

1月24日(土) 10 : 00-12 : 00 (教育学部大会議室)

10:00-ll:00　ワークショップ、及び意見交換会

Ii :00-i2 :00　総合討論　司会　平浮洋一先生(城西大学女子短期大学部)

12:00　　　　閉会挨拶　多和田員一郎　広島大学留学生センター長
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講演・討論会参加者一覧

アンソニーエドガ-・バックハウス

上　原　　　聡

佐　藤　勢紀子

高　木　裕　子

西　村　よしみ

日　暮　尚　子

高　　　蝣'V　こ

深　尾　百合子

赤　堀　侃　司

三　浦　香　苗.

:t;　　　三　思

M rrl !l J一

神　田　紀　子

吉　村　弓・子

加賀美　常美代

森　　　員理子

{i　井　康!.(・

岸　日,';浴

貿　平　雅　夫

斉　藤　美智子

奥　村　訓　代

飯　田　史　也

池　田　仲　子

金　城　尚　美

岡　部　純　子

平　滞　洋　一

(V:さ蝣蝣'I　削・!・北

中　川　良　雄

大　川　英　明

苗　u '」　t!i

伊　津　信之助

李　　　奉　賢

水　町　伊佐男

北海道大学留学生センター

東北大学留学生センター

東北大学留学生センター

山形大学教育学部

筑波大学留学生センター

千葉大学留学生センター

千葉大学外国語センター

東京農工大学留学生センター

東京工業大学教育工学開発センター

金沢大学留学生センター

金沢大学留学生センター

福井大学教育学部

名古屋大学留学生センター

豊橋技術科学大学語学センター
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留学生指導部門

黒　田　則　博

(広島大学留学生センター・教授)

田　中　共　子

(広島大学留学生センター・助手)
阪　田　泰　和

(広島大学留学生センター・助手)

1.指導部門体制の拡充

昨年度でキャンパス移転計画が終了し、本学の主要キャンパスは広島市と東広島市の二

地域に分かれた。当センターは東広島キャンパスに位置しているため、広島市内の霞キャ

ンパス、東千田キャンパスにおいて留学生指導を提供する機会はきわめて限られていた。

しかしながら、広島地区には医学部、歯学部、本学二部が存在しており、これらに所属す

る留学生にも指導の機会を幅広く保障する必要がある。

こうした配慮に基づき、本年度より霞地区においても、医学部の「留学生相談室」を利

用して留学生相談を実施している。この相談室には、留学生センターの担当者を配置して

おり(過2回)、相談活動のみならず情報交換や留学生教育、国際交流の場としても広く機

能してきている。

2.相談活動

(1)留学生相談

昨年度棺引き続き、留学生相談員(非常数) 2名を配置して、東広島キャンパスにおい

て「留学生相談」を実施した(資料1)。また、前述のように今年度から霞キャンパスにお

いても留学生相談室を設け、 「留学生相談」を実施している(資料2)0

なお東広島キャンパスの留学生相談員は、記録用紙(資料3)を活用しながら相談内容

を記録していき、指導部門教官と対応方針について話し合いを行っており、必要なときは

共同で対応にあたることにしている。

これらの「留学生相談」については、日英二カ国語で広報資料を作成している。各学部

の掲示板にポスターを掲示するとともに、全留学生に行きわたる数のリーフレットを作成

して各事務局に配布を依頼した。また、留学生専門教育教官、留学生センター運営委員を

はじめとする「広島大学留学生教育連絡協議会」のメンバーに資料を送付し、周知方依頼

した。周囲の理解を得て留学生相談活動の一層の充実を図ることにしている。
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(2)指導部門による相談活動

指導部門の常勤スタッフのオフィスでは、随時各種の相談を受けている。留学生からの

相談のみならず、指導教官からの留学生指導上の相談や、職員や日本人学生からの留学や

留学生に関する相談、地域の人や自治体からの留学生や国際交流関連の相談も広く受けて

いる。相談は直接面談によるもの、電話によるものいずれも受け付けており、電話などで

予約もできる。

日本語力の十分でない折渡日留学生は、特に相談ニーズが高いため、入学時にこうした

指導部門による留学生相談活動を的確に知らせるよう配慮している。日本語研修生の研修

開始時のオリエンテーションでは、指導部門や担当者の紹介もしている。また、国際交流

会館の新入居者にはウエルカムレターを配り、指導部門教官による相談活動があって来談

を歓迎していることや、担当者のプロフィールと顔写真、相談の場所や時間が記してある。

また来談しやすいように、専用の予約用紙も整えている(資料4)0

全般的に留学生による相談内容としては、情報を求めたり対処の指針を得にくる場合が

多く、初期情報の提供および必須情報のゆきわたりの重要性が認識されたため、後述の情

報冊子の刊行を行った。オリエンテーションで使うなど、冊子の今後の活用が求められる。

また奨学金やアルバイトなどの経済問題、家族のトラブルや病気についての相談も多く、

勉学のみならず留学生の生活全般を支える援助が求められていると認識している。地域の

支援活動とも連携をとり、留学生活を広く支える対応が必要であろう0

健康問題に関しては、東広島キャンパスでは保健管理センターの場所を借りて実施して

いるため、連携がとりやすい恵まれた環境にある。地域の医療施設との連携にも、今後いっ

そう留意する必要がある。

学内の日本人教職員や日本人学生からの相談は、留学生の受け入れや指導方法、トラブ

ルの対応、留学生との接し方、国際交流活動に関するものなどがある。学外からの相談は、

留学生によるトラブルへの対応をはじめ、受け入れ体制の整備、国際交流企画の案や運営

についてなど、多岐に渡る。留学生生活を支えるすそ野の広い領域において、コンサルタ

ント的な役回りが求められていると認識している。

今後の予定としては、留学生相談については、このシステムをまだ知らない留学生や指

導教官もいる様子であることから、まずは学内における一層の広報活動であり、各研究室、

各指導教官にも資料を配布する計画である。また、留学生がなるべく気軽に相談にこられ

るように、導入の機会となる集いの場を提供したり、相談スペースに隣接して情報コーナー

を設置するなど、接触しやすい環境づくりを行う必要がある。

さらに指導部門の存在と機能そのものが、学内外に十分認知されることが活動充実の要

件であるため、掲示を整備して担当者のオフィスを分かりやすくしたり、ニューズレター

による情報提供の機会を作るなどして、内外の認知度を高めていく計画である。
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今後、留学生センターが地域の国際交流活動の核となって、留学生支援を充実させてい

く役割を果たすことが、重要な課題である。

2.留学生と日本人のための交流活動

(1)インターナショナル・ティータイム

インターナショナル・ティータイムは、留学生センター設立以来、継続して実施されて

いる国際交流活動である。昨年度は東広島キャンパスにおいてのみ実施されたが、今年度

は霞キャンパスでも行われ、今後は定期的に両キャンパスで開催していく予定である。

98年1月現在の時点で、東広島キャンパスで2回、霞キャンパスで2回が、既に実施さ

れた(資料5)。今年度中に各キャンパスでさらに1回ずつ、計2回を実施予定である。こ

の行事は、大学の敷地内でオープン形式のお茶会を行うものである。参加費は無料で、学

生のみならず学内の関係者、家族も参加できる。参加の際は受付で無地の名札をもらい、

自分の名前と国を書き込み、胸につける。国際交流の催しの情報が配られたり、国際交流

関係の学生団体の挨拶が行われることもある。こうして自由に出入りし、自由に会話する

場が提供されている。

参加者についての調査から(資料6、資料7)、以下のことがことがわかった。東広島キャ

ンパスにおいては、外国人より日本人の参加が多かった。日本人は主に学部生、しかも女

子が多い。参加した感想を見ると、留学生は、日本人とあるいは留学生どうLと、知り合

う機会ができ、いろいろな話ができて楽しかったという。日本人学生は、留学生と知り合

いたいという動機のほかに、英語の練習に来た者も多く、思ったようにしゃべれなかった

とか、勉強しなければならないと思ったなどの感想も見られる。学内の英語の授業を担当

する教官が、授業で参加を推賞している場合もあった。希望としては、開催頻度をあげて

ほしいという声が多い。

この行事は、多くの国の人々が集う国際交流の場として機能しており、今後は、英語に

のみ集中することなく、バランスのとれた国際交流の意識を養う必要があること、より学

生の参加しやすい時間帯により頻繁に開催することなどを考えていかねばならない。予算

措置が可能になれば、次年度は開催回数を増加する予定である。また、より小規模の交流

の場を常設または週1回など定期的に設置し七、より身近な機会とすることも課題として

検討している。

(2)異文化交流セミナー

本セミナーは今回で第5回目となるが、本年度も「異文化交流セミナー」を開催した(質

料8)。異文化交流の指導の専門家を招いて、日英二カ国語を使用しつつ、留学生と日本人

の交流を促すための教育セッションを実施した。なお、昨年度のセミナーの実施内容につ
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いては、本誌中に項を改めて紹介してあるので参照いただきたいo

3.情報提供・助言

(1)広島大学留学生キャンパスライフ・ガイド

留学生に対して初期情報・必須情報のゆきわたりが不十分であるため、混乱が生じまた

行動に制限が生じているとの認識に基づき、留学生活のための総合情報冊子、 「広島大学留

学生キャンパスライフ・ガイド」を新たに刊行した。

本冊子は、広島大学留学生教育連絡協議会および留学生センターとの共同編集・刊行に

ょるものである。このような共同編集による冊子は、先年の「学生チューターQ&A」冊

子に引き続いて2冊目を数えており、学内の期待を受けて活発な活動が続けられているo

地域自治体や学内各部局などでは、従来もそれぞれに工夫された冊子が刊行されてきたが、

それぞれに関係のある情報に偏りがちであった。本冊子は必要となる情報をなるべく生活

全般にわたって網羅することをその編集方針とし、学生生活と地域生活とをともに重要な

留学生活のファクターとみなして、この一冊から必要な情報源へ接触できるように、細か

く連絡先を記載するなどの便宜をはかった。

現在学内の各留学生に日本語版と英語版一冊ずつが配られたほか、各部局の事務局や、

上記協議会委員のもとにも配られている。取材協力を頂いた自治体などの関係機関にも送付

した。さらに指導教官や外国人教員など、学内関係者から希望があれば適宜配布している。

今後の課題は、まず他外国語(韓国語、中国語、スペイン語、ポルトガル語、インドネ

シア語、タイ語など)への翻訳版を作成するとともに、さらに使いやすい冊子とすること

である.また、情報が古くなれば利用価値がなくなるため、 1-2年度ごとに情報の刷新

を行い、改訂版を出していくことを予定している。

(2)新入留学生歓迎オリエンテーション・バスツアー

新渡日留学生にとっては、新しい国での新奇な土地ははなはだ不案内であり、必要な店

や公共施設などの場所がわからなかったり、またそれらの能率的な探し方すら分からない

場合が少なくない。留学生が早く地域生活にとけ込み、また親しむように、地域の生活圏

と有用な施設を案内する、 「新入留学生歓迎オリエンテーション・バスツアー」を企画・実

施した(資料9)。今年度はその第-回と第二回が行われたが、今後も半期に一度程度、継

続して実施していく予定である。

案内コースは、スーパーマーケットやディスカウントストア、大型店舗、公共図書館や

体育館、レジャー施設などである。地図を配って車内から周囲を説明し、何カ所かで下車

した。案内役は日本人学生が務めた。学生の国際交流団が企画段階から参加し、先輩留学

生も協力した。

-81-



アンケートで感想を求めたところ(資料1 0)、地域が理解できてよかったとの声が多

く、日本人学生との交流も好評であった。本行事は新聞の地方版にも報道された。今後は、

いっそう役立つコース選定や提供情報などが課題である.

(3)オリエンテーション活動

日本語研修生など当センターが直接受け入れに関わっている留学生のためには、例年通

りいくつかの試みが行われた。その一つは、留学生センター内のワーキンググループとと

もに、日本人の学生チューターに対する「チューター用資料」を作成し、オリエンテーショ

ンを行っていることである。昨年作成した「学生チューターQ&A」も、重要な参考資料

として活用されている。

もう一つは、新規の日本語研修生や日本語・日本文化研修生、教員研修生などの国際交

流会館新入居者を中心とした、新渡日留学生のためのオリエンテーションである。これは

新渡日者に必要な生活情報を提供しながら、留学生活の円滑な開始を指導するものである。

例えば、キャンパス生活や各施設、留学相談員、あるいはゴミの捨て方、消化器の使い方

や交通標識の意味といった安全管理情報などを、スライドで紹介している。また、地域の

留学生支援活動や相談センター、入国管理局の所在地、消防車の呼び方、就労と査証など

についての重要な情報を紹介している。学生チューター制度、指導教官との連絡、生協や

食堂の使い方など、キャンパスライフのアドバイスも行う。保健管理センターの説明や医

療保健、救急病院の使い方など、健康管理のための情報には特に留意している。

留学生センターが直接関わる留学生を対象としたオリエンテーションとして、いっそう

充実させていくことは当然であるが、今後さらに、留学生センターに限定せずに他部局に

も通知して、希望者の留学生を募って合同で実施したり、あるいは全学の留学生を対象と

した企画として実施することも検討する必要がある。

(4)情報の発信

留学生センターではインターネット上にホームページを開設しているo　この媒体を通じ

て、企画や行事などの情報も提供される。まだ試験的に実施している面があるが、今後は

より活発にこの媒体を活用していく予定である。

また、全国の留学生センターでは、定期的に「ニューズレター」を発行しているところ

が少なくない。ホームページとはまた異なった情報伝達経路であり、保存や配布がしやす

く、広報活動としての有用性も高いO行事の情報伝達やコミュニケーションの機能を兼ね

た媒体として活用できるため、当センターとしても他校の例を収集するなどしてその発行

を検討している。
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4.国際交流ボランティア登録制度

留学生センターでは、 「広島大学国際交流ボランティア」登録制度を開設し、学内におけ

る留学生と日本人との国際交流の手助けをしてみたい希望者(学部生、大学院生、研究生)

を登録しておき、ボランティアとしての活動の機会を提供することを検討している。 「広島

大学留学生教育連絡協議会」とも協議し、この制度の発足に向けて準備を進めている。

登録されたメンバーには、留学生センターが公式に発行する「ボランティア手帳」を交

付し、活動記録を記載していって終了時には活動証書として授与するほか、 「ボランティア

育成講座」などの教育の機会を設けることも検討している。

5.留学生に関する調査研究:新入生調査

新規に本学に入学してきた留学生については、本年度より、毎年継続的に調査を行うこ

ととしている。本調査は前年度の1 1月から本年度の5月に入学した者を対象として、第

一回調査を実施した。本調査は一回限りのものではなく、毎年同時期に同内容で実施し、

その変遷をたどることを主眼としている。これによっで情報の蓄積が行われ、学内事情の

的確な把握や、状況の変化していくようすの客観的な指標が得られる。

本調査では、入学の動機や事前情報の集め方、それが十分であったか、現在の問題や今

後の予定などを尋ねている。なお調査結果は、現在集計中である。

6.学内外における連携・協力

(1)学内における連携・協力

昨年度より編成された「広島大学留学生教育連絡協議会」を核にして、学内における連

携・協力体制が整えられてきた。前述のように毎年冊子を共同で刊行し、委員は冊子の執

筆者を選定する任をまかされたり、自ら執筆したり、配布ルートの一部を構成したりして

いる。また留学生センターの各種行事の資料を留学生に直接配布する役を担い、留学生相

談を周知させることに協力し、さらには新規企画を一緒に案出したり、素案の段階で意見

を述べたり具体的な助言を行ったりするなどの活動を展開している。

学内の各部局に委員がいるため、各部局の意見を効率的に集約したり、また当センター

の方針を各部局に的確に伝えたりする、双方向性の重要な伝達経路としても機能している。

また編集委員になるなど具体的な業務分担の他にも、意見を寄せたり情報提供などの役割

もあり、当センターの留学生指導業務に欠かせない機関・tなっている。

(2)学外との連携・協力

国立大学留学生センター指導部門の教官を中心に1996年に設立された「国立大学留学生

指導連絡協議会」への参加、連携・協力を、昨年に引き続き進めている。当センター指導
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部門の専任教官は、全員が同協議会のメンバーとなっており、うち一人は幹事の一員として

貢献している。また、 「留学生心理相談援助メーリングリスト」に参加している教官もい

る。

J I CA研修員の研修の受け入れなどを行っている、広島県の「国際協力センター」に

対して、当留学生センター指導部門教官は、教育プログラムの研修の講師を勤めたりする

などして協力している。ほかにも、県立図書館の主催する講演や、東広島市や広島県の教

育委員会の研修の講師を勤めるといった協力も行っている。さらに広島市の公民館のプロ

グラムに協力して、各国の文化を広く市民に紹介する活動に関わったり、東広島市の公民

館を拠点とした交流活動に携わるなど、地域との結びつきにも積極的に関与している。

ほかにも指導部門教官や留学生相談員は、市役所と留学生との問題を仲介したり、地域

の病院の要請に基づいて受診に付き添ったり、留学生支援のボランティアグループに参加

するなどして、地域の中で多面的な援助を展開している。

これらのなかには、マスメディアで広く紹介されたものもある。今後は、さらに地域と

の結びつきを深め、事業などへの協力はもちろんのこと、地域活動を推進するために積極

的な役割を果たしていく方向で活動できるよう考えている。そのためには、関係部署との

連絡を密にし、共催や後援も増やし、留学生の地域活動への参加を勧奨・支援するととも

に、留学生支援グループを設立・支援するなどの協力が必要である。
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憲　等　星　霜　蒜(資料1)
Advice k Intonation Service for International Students

みの　　りゅうがくせいかつおうえん

実りある留学生活を応援します

枇
時
h
所

.
L
n
口
　
は
損
切

le support your fruitful life and study in Japan !

t z&l ^fZjfi tf.-JT(　　　′

Date & Time :毎週月曜日,欄日12:30-16:30 /Every Monda冊hursday 12:30-16:30
書いL:よi       mt.んかんり

place :醸キャンパス脚センター/ Health Service Center in Saijoii Caps
3MワWE　　　　　ヨHE元　E:ぢヨHiPJ

担鞘Advisors :月曜日大略f/Monday : Is. OHTA Keiko
もくJ.うび　書* t l<1L

欄目佐々木京訂Thursday : Is. SASAKI Kyoto
rra^^Ba崩

嘉瑠してもけ亮うです/Ion lay tall to the advisors in English.
"-I-/-r-/-/-,-I-/-,-,-/-/-,-I-,-I-I-/-/-Y一

郎ょう抑わだいがくせい-　かん　　b　　　　　　-　　　　　こl　　　　はな　　　　モう鮎

自陣や大牲活に関して,分からないこと潤たいこと,困ったこと,乱たいこと,職
∵　　　　ロ提　　　FT^^^Kj那

したいことがあれば,いっでも矧璃立ち寄り下さいoただ楽しく話札に来るのも租します8

please feel free to drop in on the advisors at the Sealth Service Center, whenever you have questions,

difficulties, problems or any other tatters on which information / advice is needed in your daily and

academic life. You are also welcome just to cote over and tall.

rォniHr fit SfWサ1

FJGKil l

hC-ltT°fLrilirimy悟悪声rr霊ori."
ofF.cr--lr

HWSbiL

F.nilIt °I Inlril-llI

-85-



/
K
m
　
　
切
^
^
^
^
^
E
^
^
^
^
^
K
X
]
　
　
筒

}'
・
:!
lV
蝣
-蝣
　
ぎ
　
登
　
蝣
-J
.i
l　
葺

訟
二
sM
^T
S?
H:
yf
-l
,s
ti
tu
ti
 f
ar
 U
te
ra
il
hu
l 
ti
nc
tt
hi
一
票

K
%
 
K
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
I
い
(
.
.
*
サ
1
J
l
°
　
H
t
I
J

日
時
Da
te
&T
i王
e 
:毎
週
月
馳
横
目
Ev
er
yM
on
da
y&
Th
ur
sd
ay
/1
2:
30
-1
6:
30

*
　
L
*
　
　
　
　
t
い
t
.
サ
　
　
　
*
*
J
.
M
*

場
所
Pl
ac
e 
:敵
手
ャ
ン
Jl
ス
報
誉
酌
ソ
タ
ー
汀
ea
lt
h 
Se
rv
ic
e 
Ce
nt
er
 o
n 
Sa
ij
ou
 C
am
pu
s

し
・
　
　
　
　
・
・
ォ
w
i
s
;
 
 
*
-
i
　
　
　
　
　
　
　
　
・
ォ
a
 
l
i
t
4
 
t
(

担
当
Ad
vi
so
rs
 :
太
時
子
(月
) 
Ms
. 
OK
A 
te
ik
o,
 h
m佐
々
木
京
子
(木
)ヨ
is
. 
Ml
柚
O 
/ 
Tk

…
　
-
ホ
'
*
・
ォ
*
>
-
,
 
-
　
　
.
　
　
　
　
　
.
　
　
　
　
`
蝣
　
　
　
　
*
*
　
　
　
　
　
*
i
払

m
a
日
石
E
E
岩
E
冒
I
B
r
M
^
-
i
K
a
巴
¥
3
S
B
3
品
a
a
n
j
j
コ
臥
K
サ
ォ
サ
ォ
サ
.
M
M
サ
*
憾

川
　
　
　
e
ォ
　
b
i
 
.
.
-
　
<
　
　
h
ム
机
.

m
/
w
n
i
 
q
m
a
n
H
指
ォ
I
E
J
i
i
i
!
i
t
那
回
t
^
 
-
U
サ
J
-
ォ
T
サ
J
涌
E
S
B
f
i
誰
は
f
r
-
^
i
a
.
T
O
i
M
J
j
 
g

p
l
e
u
e
 
f
e
s
l
 
f
r
e
ォ
t
o
 
d
r
o
p
 
I
-
 
t
h
e
 
a
d
v
i
s
o
r
‥
t
 
t
h
e
 
H
e
a
l
t
h
 
S
e
r
v
i
c
e
 
C
e
n
t
e
r
,
 
w
h
e
n
e
v
e
r
 
r
o
u
 
h
a
v
e
 
q
u
e
s
t
i
o
n
s
.

dl
ff
lc
ul
tt
e-
ro
bI
- 
or
 -
 o
th
o-
tt
er
s 
o-
hi
ch
 I
nt
on
at
io
n 
/ 
ad
vi
ce
 i
s 
ne
ed
ed
 i
=o
ur
 d
al
l…
d

lC
Ad
ei
ic
 l
if
e.
 Y
ou
 a
r-
ls
o 
-e
lc
oI
O 
ju
st
 t
d 
CO
!O
 o
ve
r 
an
d 
ta
lt
 V
o-
ay
 t
al
k 
to
 t
he
m 
in
的
Ii
sh
.

し
′

I
S
9
7
喜
左
京
盾
3
 
S
e
r
v
i
c
e
,
 
d
a
y
s
 
/
蝣
ォ
・
A
p
r
i
l
.
 
1
3
9
7
 
t
o
山
′
蝣
c
サ
.
 
I
S
S
3
 
(
 
x
　
　
拝
呈
o
f
f
 
s
e
r
v
l
c
s
 
)

A
p
r
i
l
 
W
o
n
 
T
i
m

d
_
.
I
.
詛
A
s
　
月
　
:
f

X
3

x
7
　
x
l
 
0

x
1
 
4
　
x
1
 
7

2
1
　
　
2
4

2
3

軸 木 C o  O  I - ^

・ 1 　 　 　 - 　 　 　 ' 一

触 月 　 t - T T * - 0 0

O
c
t
o
b
e
r
 
W
o
n
 
T
h
u

こ
t
L
o
W
　
月
　
　
木 2

6
　
　
　
　
9

1
 
3
　
　
1
 
6

2
0
　
　
2
3

2
7
　
　
3
-
0

M
a
y
 
H
a
n
 
T
t
w
 
J
a
n
e
　
は
)
n

て
こ
p
.
ら
:
月
■
　
月
　
　
末
　
　
L
ミ
6
R
i
　
月

1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

X
5
　
　
　
　
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

1
2
　
　
1
5
　
　
　
　
　
　
　
　
1
6

1
9
　
　
2
2
　
　
　
　
　
　
　
　
2
3

2
6
　
　
2
9
　
　
　
　
　
　
　
　
3
0

A
u
g
u
s
t
 
H
o
n
 
T
h
u
 
S
e
p
t
e
m
b
e
r
 
M
o
n

雷
謹
賀
望
　
月
　
　
木
　
　
堅
盲
盈
ヨ
　
月

4
　
　
　
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

×
1
1
　
×
1
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

×
1
8
　
x
2
0
　
　
　
　
　
　
　
x
1
5

2
5
　
　
　
2
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
2

2
9

打
b
b
e
o
b
e
r
 
U
o
n
 
T
h
a
 
D
e
c
n
b
e
r
 
l
f
c
n

M
:
.
瓦
i
月
　
　
木
　
'
.
・
*
-
?
蝣
且
]
月

X
3
　
　
　
　
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

1
0
　
　
1
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

1
7
　
　
2
0
　
　
　
　
　
　
　
　
1
5

×
2
4
　
　
2
7
　
　
　
　
　
　
　
　
2
2

x
2
9

J
a
n
u
a
r
y
 
M
o
n
 
T
h
u
 
F
e
b
r
u
a
r
y
　
ム
b
r
L

I
f
月
　
月
　
　
木
　
　
　
一
_
-
2
月
　
月

x
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

由
t
-
^
E
I
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
己

1
2
　
1
5
　
　
　
　
　
　
　
　
1
6

2
3

2
6
　
　
2
9

3

T h 　 木 　 t n  n  o >

- * 　 　 r * 　 　 N -

照 　 E S S

r - h 負

3 - j

9

1
6

2
3

×
3
0

u u

n 　 木 　 t o  c 4 　 0 ) 　 　 　 　 　 　 　 　 木 　 ォ 　 - 　 I O  I D

- 蝣 　 　 - * 　 　 < M

u
n 　 木 　 f  h  i n  i n

l 　 　 1 　 　 2 1
×

m 　 木 　 i n  n  o > 　 < o

t t 　 _ l 1 　 　 2
X

( 塘 薯 1 ) 　 部 騨



(資料2)
り}う　　　かく　　　せい　　　そう　　　だん

」Mアヂg草生せンタ-Institute for Intern-lions! Eductlion -

日時Date&Time :転茸月帆州Ever川onday & Fridayl2:30-16:30
丘rXEQ ㌶　　　　芯r-^.n.1*.:

場所Place :医学掴学生相室(基紺究棟2F)iF,undamental Medical buld.

前Advis。rs :蔽崩如　　　　　　　　　　2P

Kttiitい◆つ　だt.PくV'い●つ　■ん　　　　b l C<　　　　　　　hi ne九

薗玩閉院ts&m嗣Lid恕¥SamiLaaai ど ^包uanォa薩ei/hM.u月iaiNmサi画聖
蝣ft　.*　1　Cだ　　　　　ftォ　　Ml      t　　　・K*fい

したいことがあれば.いっでも気軽にお立ち寄り下きい.ただ楽しく指をLに来るのも歓迎します。

please feel free to drop ln on the advisors at the International Student Service Center.

whenever you have question, difficulties, problems or any other matters on which informa-

tlon / advice Is needed ln your dally and academic life. You are also welcome Just to come

over and talk. You nay talk to then in English.
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(資料4)
<<　両棲申し込み苔　Application for Counseling　>>

(1)今日の日時:　　　昨　　　月　　　U

Today s date year month day

(2)名前
Name

(5)学籍 学部

(3)性別:1.男　2.女　(4)咋齢:
Sex Male Female　∧ge

Student status Faculty

l.学部生　　　　　　　2.研究生　　　　　3.修士課程　　　4.博士課程
Urldergraduate Research students Master course Doctoral course

5.教貝研修　　　　　　r'.日本語研修　　　　　　　　　　　7.その他
Teacher s lraini叩Intrensive Japanese course Others

(6)日本滞在坪数:　　　　　　　　　　　　　　　咋　　　ヶ月

How long have you stayed in Japan?　　　year monl.l1

7){jJ身国:

Country

(ォ) *&S! w両1引irTキ　　　　　　　　;i 1.1　H.V

When do you llope I′o see?　　month day tjme

(9)連綿先:　1.部屋番号　　　　2.電話 (A.自宅　D.研究室内線)
Address/Tel. Room No.　　　　Telephone iome Lab. extension

(10)どのような問題を話したいのですか

What kind of problem do you want to talk about?

1.異文化適応.日本文化Cross-cultural coりnseling

Z.心の問題、性格の悩み.対人関係　Psychological matters
3.体の健康IIealth mailers

4.なんとなく謁したい　Personal matters
5.進持、将来の計画　Career
G.0本語、語学　Language
7.研究,勉強　∧cademic concerns

8.情報問い合わせ、その他Information, Others

(ll)問題の械略　Outline of the problem:
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⑨
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①
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◎
社
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研
究
科
1
 
⑤
理
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研
究
科
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①
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研
究
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⑦
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研
究
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⑬
工
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⑩
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⑳
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.
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.
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テ
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.
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.
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か
(
留
学
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名
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先
生
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(
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か
ら
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友
人
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②
先
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〇
そ
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他
○
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し
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-
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-
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-
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M
M
j
n
M
S
a
粛
正

*
友
達
を
作
る
、
他
B
l
か
ら
の
新
し
い
友
人
を
得
る
、
新
し
い
出
合
い
と
新
た
な
友
人
づ
く
り
、
人
に
会
う

こ
と
、
関
係
づ
く
り
と
飲
食
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
t
ナ
J
t
・
な
関
係
づ
く
り
、
異
な
る
国
々
か
ら
来
た
人
に
会
う
、

外
国
人
や
E
)
本
人
の
学
生
と
会
っ
て
仲
.
t
く
な
る

*
友
達
に
会
う

*
交
野
、
交
流
.
 
E
E
際
交
洗
、
多
く
の
人
・
よ
り
多
様
な
人
と
の
交
洗
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他
の
人
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と
の
杜
交
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冒
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.
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烈
a
a
転
屈
s
a
x
E

*
日
本
糟
の
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を
し
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し
い
友
達
を
作
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国
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来
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い
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知
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機
会
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く
れ
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コ
p
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冒
¥
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E
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l
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J
t
サ
サ
?
E
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*
-
J
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i
l
U
J
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*
1
年
に
2
回
で
は
少
な
い
、
多
分
2
カ
月
に
1
度
は
や
る
べ
き
で
は
な
い
か
.
こ
の
プ
E
'
グ
ラ
ム
I
t
い
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E
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E
H
M
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①
反
応
:
参
加
者
に
は
楽
し
く
有
意
義
な
哉
会
と
評
価
さ
れ
歓
迎
さ
れ
て
い
る

科
理
な
ど
全
域
セ
・
′
テ
イ
ン
グ
は
O
K

開
m
m
ト
音
t
t
&
s
i
ロ
E
E
サ
㍍
x
a
s

膏
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F
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L
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i
S

葡
E
3
S
3
閉
S
E
E
!
担
B
W
^
i
i
E
E
 
m
団
m
t
m
一

留
学
生
は
研
究
室
ペ
ー
ス
の
な
い
者
(
研
修
生
な
ど
)
が
多
い

①
載
積
:
留
学
生
は
E
l
本
人
の
み
な
ら
ず
他
の
留
学
生
と
の
交
隈
も
目
的
に
し
て
い
る

英
巧
が
目
的
で
、
自
分
の
語
学
力
に
意
識
が
い
き
か
ち
な
日
本
人
学
生
が
め
だ
つ
(
英
語
だ
け
を

E
l
的
に
す
る
こ
と
は
交
流
に
は
マ
イ
ナ
ス
面
も
あ
る
う
え
、
国
際
交
況
の
阻
害
要
田
と
し
て
も
英
括
の
苦
手
意

n
に
片
寄
り
す
ぎ
)

田
冒
m
a
越
←
幽
i
S
H
f
M
i
 
∩
 
m
M
W
M
R
丘
ロ
E
サ
ヨ
r
.
n
<
t
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i
s
j
a
w
s
i
画
転
K
L
X
l
　
　
　
　
岩
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<
X
2
画
M
s
坦
B
I
i
ォ
ォ
ォ
サ
ォ
l
瑚
E
s
a
n
s
 
J
r
昭
E

日
本
人
学
生
は
放
少
な
い
相
手
と
会
話

閉
引
a
^
巧
→
転
恕
教
頭
E
C
T
i
m
J
E
I
は
K
F
J
I
W
J
虹

t
-
i
n
'
-
m
恵
那
面
崩
E
L
 
I
屍
的
転
E
S
i
I
4
!
J
 
E
4

個
人
の
如
合
で
参
加
時
間
が
短
い
場
合
も
あ
る
が
、
学
部
生
が
参
加
し
易
い
時
間
が
望
ま
し
い

⑥
広
報
:
日
本
人
に
は
学
部
、
生
協
、
図
書
蛇
の
一
般
指
示
や
事
務
で
の
不
特
定
個
人
あ
て
配
布
が
有
効

(
掲
示
場
所
を
増
や
せ
ば
効
果
あ
り
か
)

留
学
生
に
は
個
別
あ
て
配
布
や
個
人
経
由
の
t
t
報
な
ど
憤
別
ル
ー
T
、
留
学
生
セ
ン
タ
ー
、
四
肢

交
流
会
r
e
*
ど
留
学
生
に
特
有
の
場
所
で
の
情
和
捜
供
が
有
効
(
一
般
掲
示
は
見
て
い
な
い
可
能
性
あ
り
か
)
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ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た ( 塘 薯 6 　 許 帥 )
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o

回
答
数
1
1
6
　
(
国
預
N
R
　
2
　
身
分
m
 
l
　
国
領
・
身
分
N
R
　
3
)

所
属
・
国
掻
ク
ロ
ス
集
計

所
属

国
簿
(D
日
本
②
日
本
以
外

汁

(D
総
合
科
学
部

6
3

9

⑦
文
学
部

5
1

6

Q
)教
育
学
部

1
5

7
2
2

⑥
学
校
教
育
学
部

5
0

5

⑤
法
学
部

5
l

6

(む
鐸
済
学
部

0
2

2

(》
理
学
部

4
0

4

@
医
学
部

3
0

3

(勤
歯
学
部

4
0

4

⑩
工
学
部

6
2

8

①
生
物
生
産
学
部

6
2

3

⑬
文
学
研
究
科

1
0

1

⑬
教
育
学
研
究
科

l
1

2

①
学
校
教
育
研
究
科

0
0

0

⑬
社
会
科
学
研
究
科

0
0

0

⑬
理
学
研
究
科

0
0

0

①
医
学
研
究
科

0
0

0

⑬
歯
学
研
究
科

0
0

0

⑩
工
学
研
究
科

9
1

1
0

⑳
生
物
忍
科
学
研
究
科

2
1

3

2
1
国
際
協
力
研
究
科

3
7

1
0

2
2留
学
生
セ
ン
タ
ー

1
7

8

2
3
そ
の
他

0
0

0

汁
7
6

3
5
1
1
1

回
答
数
1
1
6
 
(
う
ち
N
R
　
5
)
 
(
国
領
の
み
N
R
　
3
　
　
国
領
・
所
属
N
R
　
2
)



知
っ
た
方
法
・
国
持
ク
ロ
ス
集
計
(複
放
回
答
あ
り
)

所
属

国
種
①
日
本
②
日
本
以
外

汁

(
a
)
ポ
ス
タ
ー

①
学
部

i
2
1

5
2
6

②
生
協

2
3

6
2
9

@
留
学
生
セ
ン
タ
ー

4
-

1
0

1
4

④
国
際
交
流
会
虎

2
1
2

1
4

(昏
そ
の
他

6
l

7

(
b
)
チ
ラ
シ

@
チ
ラ
シ

2
6

3

(C
)
人
か
ら
開
い
て

①
友
人

1
4

7
2
1

(む
先
生

5
4

9

⑨
そ
の
他

(d
)
そ
の
他

⑬
そ
の
他

2
1

3

5
0

5

汁
.
8
4

5
2
1
3
6

回
答
放
10
9　
(1
18
7)

( f c t ; 1 - 6 ) 　 t i t W



-
r
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
-
 
=
5
>
-
 
-
r
 
-
」
x

1
.
籍
(
日
本
人
)
:
 
2
4
名
　
①
男
(
4
名
)
 
②
女
(
2
0
名
)

^
m
i
a
≠ 旺
学
U:

①
医
学
訂
・
2年
生
(4
名
) 
②
医
学
訂
・
辞
生
( 
3名
) 
①
保
健
学
科
・
昏
士
無
塩
(3
名
)

⑩
医
学
洞
見
(
2
名
)
 
⑤
旺
学
部
・
時
生
(
1
名
)
 
⑤
度
学
思
・
好
士
毘
な
(
1
名
)

⑦
歯
学
缶
欄
士
耳
等
(
1
名
)
 
①
庶
印
・
挿
士
霞
酎
1
名
)
 
⑨
保
壌
学
科
・
輝
生
(
 
1
名
)

⑬
医
学
部
(
1
名
)
 
⑬
そ
の
他
(
2
名
)

3
.
テ
慧
崇
故
地
u
A
A
J
数
姐
虹

①
学
割
2
名
)
 
⑦
そ
の
他
(
2
名
)
 
①
留
学
生
セ
ン
タ
-
(
0
名
)
 
④
生
t
a
t
o
名
)

(b
)チ
ラ
シ
:

も
ら
っ
た
場
所
/人
( 
0名
)

(C
)人
か
ら
開
い
て
:

①
先
生
(
7
名
)
 
②
友
人
(
5
名
)
 
①
そ
の
他
(
K
I
N
C
:
4
名
)

(a
)そ
の
他
( 
o名
)

4
.
話
し
た
人
教
(

.
t
S
し
T
=
人
耳
t
　
)
人
:

①
1
0
人
(
描
)
 
②
2
人
(
4
名
)
 
③
4
人
(
3
名
)
 
④
5
人
(
2
名
)
 
⑤
3
人
(
2
名
)

⑥
6
人
(
1
名
)
 
⑦
1
人
(
1
名
)
 
⑧
無
回
答
(
1
名
)

5.
参
加
し
た
日
的
:

①
留
学
生
の
人
選
と
毎
し
て
見
た
か
っ
た
(知
り
合
う
)

②
図
罷
交
流
に
興
味
が
あ
っ
た

①
友
達
を
作
る
た
め
(色
々
な
人
と
会
う
た
め
)

④
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
友
達
と

弼
u
E
3
S
E
E
I
2

⑥
畏
野
を
旺
tf
J:
う
と
思
っ
て

⑦
付
合
い
で

ョ
無
回
答

a
ォ
j
m
 
H
S
E
3
副
一

別
日
I
E
H
a
i
国
盲
E
H
a
田
E
H
S

②
多
く
の
人
と
苛
が
出
来
て
良
か
っ
た

名 　 名 名 名 　 名 名 名 名

6 　 一 r  c o 　 ォ ー t  i - ォ 　 . - ォ 　 . - ォ 　 M

( 
11
名
)

( 
2名
)

③
富
学
生
と
志
せ
て
良
か
っ
た
(英
詩
を
話
せ
る
齢
こ
な
り
た
い
) 
( 
1名
)

⑬
ペ
ル
ー
の
人
と
話
せ
て
良
か
っ
た
(ス
ペ
イ
ン
題
で
)

⑤
途
中
参
加
で
月
間
が
も
っ
と
あ
る
と
良
か
っ
た

(8
大
変
盛
況
で
し
た

⑦
視
野
が
拡
が
っ
た

関
頭
E
M
a
3
眉
国
包
E
t
*
i
1
3
H
1
2
2
」
」
i
層
k
m
h
s

@
.
t
回
等

3
　
m
巳

( 
1名
)

( 
1名
)

( 
1名
)

( 
1名
)

( 
1名
)

イ
ニ
ー
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
}
レ
　
ー
　
テ
イ
　
-
タ
イ
ム
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト

1・
甲
畢
(阜
草
木
以
外
):
 3
2名
　
①
男
(1
8名
) 
②
女
(1
4名
)

2・
姓 医
学
gS
:

①
底
字
g
S
・
博
士
毘
包
(
 
u
名
)
 
⑦
歯
学
訂
欄
土
讃
召
(
8
名
)
 
③
庶
民
酔
研
究
生
(
2
名
)

⑩
藁
学
科
・
M土
足
毘
( 
2名
) 
⑤
原
度
研
・
客
員
研
究
且
( 
2ォ
) 
⑥
菟
学
科
・
修
士
最
覆
(1
名
)

⑦
医
学
部
・
研
究
員
( 
1名
) 
⑧
甘
学
器
・
研
究
生
(1
名
) 
) 
⑨
そ
の
他
.音
士
Zt
程
(1
名
)

⑬
医
学
部
・
3
早
生
(
1
名
)
 
①
医
学
部
・
3
2
生
(
1
名
)
 
⑫
合
筆
缶
・
q
員
(
1
名
)

3
.
 
r
-
f
s
9
-
ア
ー
/
3
-
)
-
)
¥
,
-
7
-
j
-
9
-
<
n
 
s
f
l
^
t
s
a
u
?

(a
)ポ
ス
タ
ー
:

①
学
S
(
1
2
名
)
 
②
留
学
生
セ
ン
タ
ー
(
9
名
)
 
③
そ
の
他
(
l
名
)
 
⑳
生
I
3
(
0
名
)

;
ォ
K
3
呂
^
^
E
R
m
だ
扇
H
J
M
S
4

・
 ①
留
学
生
セ
ン
タ
-(
2名
) 
②
日
本
人
学
生
(2
名
) 
③
大
学
関
係
(1
ォ
>　
④
寛
便
ポ
ス
ト
(1
名
)

(C
)人
か
ら
聞
い
て
:

①
友
人
(
2
名
)
 
②
先
生
(
1
名
)
 
①
そ
の
他
(
2
名
)

(d
)そ
の
他
く
o名
)

4
.
賠
し
た
人
敢
(
　
　
)
人
:

①
1
0
人
(
8
名
)
 
②
5
人
(
描
)
 
③
2
0
人
(
1
名
)
 
④
1
8
人
(
1
名
)
 
⑤
1
7
人
(
1
名
)

⑥
9
人
(
1
名
)
 
⑦
8
人
(
l
名
)
 
⑧
6
人
(
1
名
)
 
⑨
2
人
(
1
名
)
 
⑬
1
人
(
1
名
)

①
無
回
答
( 
u名
)

5.
参
加
し
た
日
的
:

①
新
し
い
友
達
を
作
る
た
め

②
 C
E際
交
流
を
す
る
た
め

③
日
本
人
の
学
生
と
友
達
に
な
り
た
い

㊤
自
己
紹
介
を
や
っ
た
事

⑤
理
解
の
た
め

⑥
ち
ょ
っ
と
だ
け
参
加
し
て
み
た
か
っ
た

(
a
無
回
ri
T

( 
11
名
)

( 
8名
)

( 
2名
)

( 
2名
)

r
m
n
i
q

( 
1名
)

( 
6名
)

6.
参
加
し
た
感
想
:

①
真
し
か
っ
た
(面
白
か
っ
た
・
如
、
っ
た
)

②
面
白
く
な
る
た
め
の
rT
い
方
に
つ
い
て
頑
蛋
り
ま
し
ょ
う

③
日
本
人
が
少
な
い

③
夕
貴
下
さ
い
ま
せ
ん
か

⑤
 h
'○

⑥
無
回
答

( 
19
名
)

a
 
H
m

( 
1名
)

m
i
A

( 
1名
)

( 
lo
宅
)

` ( 悼 薯 7 )



イ
　
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ノ
レ
・
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
(ア
ン
ケ
ー
ト
/外
国
人
留
学
生
)

1・
_ア
:と
土
工
卜
甲
甲
軍
畳
生
⊥
旦
AL
①
男
性
(1
3人
)②
女
性
(6
人
)

2.
身
分
の
回
答
者
(1
7人
):

(a
)妻
由
を
(1
人
)三
一
一
一
-

①
1年
生
(1
人
)

(b
)大
学
民
生
(9
人
):

①
博
士
毘
塩
(8
人
)②
壌
土
蹟
勾
(1
人
)

(C
)他
の
学
生
(7
人
):

①
研
究
生
(3
人
)②
研
甘
生
(3
人
)③
研
究
員
(1
人
)

(a
)教
官
(1
人
):

(e
)接
見
(0
人
):

(f
)そ
の
他
/故
織
員
や
学
生
の
家
族
な
ど
(0
人
):

3.
所
属
・
学
部
:

野
面
亨
前
ラ
人
)②
医
学
S(
5人
)③
庶
爆
放
射
能
医
学
研
究
所
(2
人
)④
保
健
学
科
(2
人
)

⑤
監
合
薬
学
科
(?
人
)⑥
そ
の
他
(9
人
)

4.
r
(a
)碧
完
言
辞
蛭
と
放
生
L型
-

①
学
缶
(5
人
)②
留
学
生
相
牧
童
(1
人
)③
そ
の
他
(1
人
)④
生
18
(0
人
)

(b
)チ
ラ
シ
(2
人
):

①
友
人
か
ら
(2
人
)

(C
)人
か
ら
聞
い
て
(6
人
):

①
友
人
(3
人
)'
②
先
生
(2
人
)③
そ
の
他
く
1人
)

(d
)そ
の
他
/I
II
NC
の
先
輩
か
ら
(1
人
)

5
.
辞
し
た
人
(回
答
者
/1
 6

⑤
3
人
と
(
2
人
)
.
 
⑥
9
人
と
(
3
人
)
　
③
8
人
と
(
2
人
)
　
④
5
人
と
(
2
人
)

1
1
人
と
(
1
人
)
　
⑦
多
く
の
人
と
(
1
人
)

6°
謂
糊
出
金
入
学
生
と
友
凱
な
。
た
か
,た
僧
を
し
て
み
た
か
,良
(1
 2
人
,

②
国
際
交
流
を
楽
し
み
た
か
っ
た
(2
人
) 
③
知
ら
な
い
事
を
知
り
た
か
っ
た
(1
人
)

④
彼
女
を
戻
す
た
め
(1
人
)　
⑤
唱
つ
ぶ
し
(1
人
)

f
-
s
m
s
s
m
 
→

回
転
白
露
頭
E
H
i
劇
E
　
困
E
c
K
雅
E
E
は
」
サ
f
l
f
f
r
c
T
^
ォ
J
完
E
E
L
白
B
3
5
E
x
c
Z

人
が
集
ま
る
(
2人
)
 ①
英
欝
力
を
憩
化
し
な
い
と
(1
人
) 
④
き
れ
い
な
人
が
居
た
が
　
・
(1
人
)

⑤
 m
cの
/て
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
好
ま
し
い
た
の
で
良
か
っ
た
(1
人
) 
⑥
次
回
は
参
加
し
た
く
な
い
(1
人
)

⑦
こ
の
/ト
テ
ィ
は
上
手
く
い
っ
て
い
る
(1
人
) 
⑧
人
教
が
少
な
か
っ
た
が
.2
回
ヨ
な
の
で
,和
や
か
な

雰
囲
気
で
泉
し
か
っ
た
(1
人
)　
⑨
太
い
(1
人
)

イ
ン
タ
ー
ナ
三
一
ヨ
ナ
ノ
レ
・
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
(
ア
ン
ケ
ー
ト
/
日
本
人
)

1
1
7
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
者
(
1
4
人
)
:
①
男
性
(
8
人
)
②
女
性
(
1
O
A
)

3
k
e
;
i

(
一
)
芋
琵
生
(
1
4
人
)
:

①
2
年
生
(
7
人
)
②
5
年
生
(
2
人
)
③
6
年
生
(
2
人
)
④
3
年
生
(
1
人
)

⑤
4
年
生
(
1
人
)
⑥
そ
の
他
(
1
人
)

(
b
)
大
学
民
生
(
0
人
)
:

(
C
)
他
の
学
生
(
0
人
)
:

(
a
)
教
官
(
0
人
)
:
'

(
e
)
我
見
(
0
人
)
:

(
f
)
そ
の
他
/
教
職
員
や
学
生
の
豪
族
な
ど
(
0
人
)
:

3
.
所
属
.
学
部
:

~
つ
T
l
>
:
軸
(
1
〇
人
)
蝣
2
c
u
t
州
(
1
X
)
鮎
革
州
(
?
人
)
<
1
>
a
乍
知
(
?
)
.
)

⑤
原
抜
放
射
能
医
学
研
究
所
(
7
人
)
⑥
そ
の
他
(
M
I
N
C
の
3
人
十
?
人
)

4
.
r
(
。
覚
書
害
悪
ル
`
テ
ィ
ー
タ
佃
を
知
っ
た
方
法
は
?
:

①
学
部
(
3
人
)
②
留
学
生
禰
放
皇
(
0
人
)
③
生
協
く
0
人
)
④
そ
の
他
(
1
人
)

O
)
)
チ
ラ
シ
(
1
人
)
:

(
C
)
人
か
ら
開
い
て
(
4
人
)
:

①
友
人
(
2
人
)
②
先
生
(
2
人
)
③
そ
の
他
(
?
人
)

(
d
)
そ
の
他
(
u
I
N
C
の
3
人
+
?
人
)

5
°
珊
観
と
。
。
人
,
①
6
人
と
。
2
人
,
④
7
人
と
(
1
人
,

⑤
3
人
と
(
1
人
)
⑥
1
人
と
(
1
人
)

6 
-才
雷
章
票
豊
漂
鳥
悪
用
を
し
て
み
た
か
っ
た
。
 ,
人
,

②
国
防
交
流
を
東
し
み
た
か
っ
た
(2
人
)

8.
参
加
し
た
感
想
:

・
ii
、
 u
~-
-ち
・
隻
LA
'つ
,1
(9
人
) 
。
一
貫
Al
.0
也
強
iこ
な
は
し
た
(3
人
)

③
ま
た
剛
、
て
下
さ
い
(2
人
) 
④
今
ま
で
話
し
た
事
の
な
い
人
と
話
せ
た
の
で
良
か
っ
た
(1

⑤
文
化
に
つ
い
て
涙
く
立
ち
入
っ
た
話
が
出
来
て
と
て
も
良
か
っ
た
(1
人
)

⑤
 Z
tキ
ャ
ン
パ
ス
に
沢
山
の
外
四
の
方
が
居
る
事
を
知
り
ま
し
た
(1
人
)

⑦
今
回
は
.人
数
的
に
少
な
か
っ
た
(1
人
)

( 持 菅 † 7 ) 4 d b 5 1 5 C 仲

人



(資料8)
○　ろ　し　*　だ　いU　く　9サi V　く　せ　い　　　　　　　　　　　し.書　い

広見ブく学留学生セン'タ-主催
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ヌ寸象
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参カロ方法
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費月号

r　　　ォん　　　　　　e u

:事ニ~自了7 1 0日専　　　　　三
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r　い　こ　く　V A.ウ.う　r　く　せ　い　　　　c al t　ん　ォ　C　ォIい　　　Ill !-!_< 、し±

夕1_国ノ＼留学生～　日本人学生一　教職一員
J e^K^H^^E^^^^^^^^^^^^E^Hx

申込書にて要予約　く定点3　0名)
tJ O一う

rim皿

甲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　遇　RKMJ　㌣　　^H^K!

召琴白市　=　日本大学短期大学吾rS雷薄日市

練坂"h　英子小。先生tんtい 過去か。のセミナー風景▲州、

ァヵルチュレ_シ℡ンacculturati。nの研究…いをしておられる先生…いをお招fbきしますo留学

生….く.いは、どのように日本."んという異文化い.ん'に適応て■のしていくのか、その具体的ぐたいて.な姿ナ

かたをお話的していただきます。今いt適応で…しつつある留学生'・'…い・まわりで援助-・する日本人

.…ん、.さらに外国卯、こく-の留学5サifくを考…えている日本人川んじん学生…いの方かた・には、たいへん役

.くに立たつお話はなです。

異文化臥.ん…んの^Dととの接触如し.くに興味I."のある学内…いの方々-たは、ぜひご参加書んかくだ

さい。過去のセミナーに来'られた方".の、再度8いとの参加一ん'も歓迎・んけいします。

申込方法=し。川畑, :申込書=し。…を郵送…'または持参伽んしてください(Faxや学内便-い

dんでも結構けー',です) 。墓地. :広島大学。……く留学壷…く・いi'/9-図書室とし-C 3 0 5

(教育学部‥帥く〟く.,C棟t, 3階如、 〒739東広島市EWL。目し鏡山--1-1-2)

問とい合.わせ先.. :田中たな. tel/fax:0824-2日189 E-mail:r7405S9◎. ipc.hiroshiraa-u.ac. jp

阪田..たtel/fax:0824-24-6286 E-mail:ysakata@mcai.med.hiroshima-u. ac. jp
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(資料1 0)
アンケート1997年5月1。日実施

1. r新留学生歓迎オリエンテーション ツア -Jを知った方法は?

(a)ポスター:

①学部・.0名(0.0%)　②生協:0名(0.0%)　③留学生センター:7名(58.3%)

④国際交流会館: 4名(33.3%) ⑤その他: 0名(0.0%) (6)無回答: 1名(8.3%)

(b)チラシ(もらった場所):

(1)留学生センター: 1名(8.3%) (2)友人: 1名(8.32`)

(3)丸印のみ: 2名(16.7%) (4)無回答: 8名(66.7%)

(C)人から聞いて:

①友達:3名(25.0%)　②先生:3名(25.0%)　③その他:0名(0.0%)

(4)無回答: 6名(50.0%)

(d)その他:

(1) Resistered Form: 1名( 8.3%) (2)無回答: 11名(91.7%)

2.話をした人数:
^
-
^
　
s
-
.
y
-
*
　
O

H
　
<
*
　
t
-
　
H

*

^

S

 

N

w

/

　

*

+

S

　

>

蝣

・

沢山の人: 1名( 8.3%) (2) 12-3人: 2名(16.7%) (3) 11人: 1名( 8.3%)

10人: 2名(16.7%) (5) 7人: 2名(16.7%) (6) 6人: 1名(8.3%)

5人:1名(8.3%) (8)4人:1名(8.3%) (9) 2人:1名(8・3%)

)無回答: 0名( 0.0%)

3.参加した日的:

(1)生活をしている場所(冥臥施設)を知りたい: 8名(66・7%)

(2)他の留学生と知り合いたい: 2名(16.7%)

(3)友達を造りたい: 2名(16.7%)

(4)無回答: 0名( 0.0%)

4.参加した感想:
(1)大変良い・素晴らしかった・満足: 11名(91.7%)

(2)良くなかった: 1名(8.3%)

(3)無回答: 1名( 8.3%)

5.また、参加したいと思いますか?:

(1)はい: 10名(83.3%) (2)いいえ: 0名(0.0%) (3)無回答: 2名(16.7%)

6-1.参加申込み者中の参加者数: 16/31名(51.6%)

6-2.参加者中のアンケート提出者数: 12/16名(75.0%)
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異文化間交流セミナー

ー1997年1月24日・カルチャーアシミレータをやってみよう　-

控　坂　英　子.
(日本大学短期大学部心理学科・講師)

コミュニケーションのディコーディング

日本は、高コンテクスト文化(あいまいな言語表現、不明確な意思表示)で、社会全体

に濃密な「つながり」を保持し、非言語的なコミュニケーションが発達している(Hall,

1987)と言われている。外国人が日本語を学習する場合に難しい点は、人間関係(Mac-

Dougal,1985)であり、言語そのものの問題ではなく、日本人の人間関係のあり方や思考方

法、文化の問題(相手の気持ちや感情を思いやって表現する等)を理解する方が難しい。

これらは、留学生が日本人と親しくなれない原因のひとつとして指摘されている。日本人

同士なら話さなくてもわかる事柄でも、留学生に対しては、説明不足であり、日常生活、

学校生活における適応困難を招き、留学生側からのネガティブな日本人観も生まれる。

文化摩擦は異なった文化の交流、接触により生じる諸問題を内包する。内在文化(特定

の文化集団に共通した事物の捉え方)を理解できないとき、文化摩擦が起きる。文化背景

の違いにより、現実を異なった価値観や社会規範で解釈し、葛藤の原因となるような体験

が生じると、その原因をシステム(きまり、ルール、習慣)ではなく、 「心の問題」に帰属

させる傾向がある。留学生側は、日本人を「冷たい」、 「閉鎖的」、 「集団主義」、 「あいまい」

というように評価しがちであり、日本について概してステレオタイプ的である。日本人側

では、留学生をお客さん扱いし、 「教えてあげる存在」 (援助的な受け入れ)と認識し、双

方が互いに学びあう関係には至っていない。

Cultural Assimilator

異文化移行期の不適応を取り除く教育方法として、 Triandisら(1987)は、文化を学ぶプ

ログラム学習であるCulture Assimilatorを開発し、成果を収めている。

Culture Assimilatorは、社会状況や他者の行動を理解する目的で作成され、他文化に内在

する基本的な考え方や態度、役割期待などを提示し、文化によって規定された視点に気づ

かせ、相手の視点から、理由づけが出来るように合理的な学習を促進する教材である。異

文化間で相互作用の問題を含む具体的な事例が提示される。学習者は誤解、不調和がなぜ

起きたのか、 3つの選択肢より選ぶ。それに対して、すぐにフィードバックが与えられ、

正しい理由、間違った理由が説明される。これを繰り返すことによって、合理的に文化学
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習を進めていく。

今日、マルチメディアの発達により、語学教育にも積極的にコンピューターが利用され

ているばかりでなく、文字・画像・音声を合成した画面の呈示とコンピューターインタラ

クティブ機能を利用した新しいマルチメディアコースウエアの作成が容易となったo　この

ようなコースウエアの導入により、異文化移行時の基本的日常行動パターン学習を促進す

ることが可能である.既存のCulture Assimilatorは、書籍教材で、コンピューターコー

スウエアは開発されていない。本報告ではアジア系留学生がより合理的に日本文化を学習

する媒介として、従来よりもビジュアルに異文化の状況を呈示できるマルチメディアによ

るCultural Assimilatorの可能性を探索した。

マルチメディアによるCultural Assimilator作成のプロセス

埼玉県内の私立4年制・短期大学に在籍するアジア系留学生43名、平均年齢25.3歳(男

28.3歳,女24.1歳)、滞日期間は3カ月～5年6カ月(平均滞日期間2年5カ月)を対象

に、日本での生活で体験した文化の違いによる困難な体験や状況の自由記述を求めた。本

研究では、これらの報告と奥山(1996)によるコミュニケーションギャップを学習する教材

の事例を参考にして、被験者が困難な体験として報告したなかで、最も頻度の高かった対

人接触を中心に6事例を作成した。事例の3種類の解釈は、奥山(1996)と金山(1983)に

対人接触に関する6事例と解釈

事例　　　　　　　　　　　　　　解釈

1　誘いかけ

2　何を食べるか

3　物の貸し借り

4　おみあげと謙遜表現

5　おみあげとお礼

6　肯定・否定が不明確な状況

1日本的なあいまいな態度・表現

2非日本人的な態度・表現

(強い自己主張,はっきりした態度)

3留学生が誤解しやすい応対

(日本人は表面的だ)

事例とその解釈の例

事例1　留学生が日本人の友人を映画に誘うとあいまいな返事をしたが、

「行かない」とは答えていない。当日、映画に行くつもりで話し

かけると、日本人は困った顔をしている。

解釈1　もっと積極的に誘うべきだった。

2　はっきり返事をしないのは「NO」。

3　映画に興味があるような嘘をついた。
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準拠している。これらは、すべて日本語で表記されているが、あらかじめ6名のアジア系

留学生に日本語の難易度を評価を行っている。

6事例の写真撮影(1事例4写真)後、写真をスキャナ(エプソンG-T8500)でマッ

キントッシュに取り込み、マクロメディアオーサリングツールにより画面を作成したoま

ず、日本人のあいまいな態度・表現を反映した事例と説明、人物の会話を静止画像でCR

T上に呈示する。呈示された事例の解釈と人物の会話3カテゴリーを並立して静止画像で

呈示し、被験者自身の考えに近いものを選択し、ボタンをマウスでクリックするo次に正

解と事例の解釈、日本の習慣、あいまいな表現の意味について説明が呈示される。被験者

は、 「次へ」のボタンをクリックして次の事例に進む。以上のような、操作を6事例それぞ

れについて行う。被験者が回答した結果は、あらかじめ設定されたファイルの中に記録さ

れる。

マルチメディアコースウエアの使用者による評価

浅井(1995)により構成されたコンピューターに対する調査44項目を参考に14項目(知識,

操作,学習)を作成　CulturerAssimilator試行前に調査を行い、さらに試行終了後、同

一の質問紙を実施した。施行前と終了後では統計的に有意な差が認められなかったが、試

行前に比較して、試行後の評価は肯定的であった　Cultural Assimilatorの試作段階であ

り、マルチメディアテキストに静止画像を追加したものである。動画・音声などを取り入

れ、現実場面にいっそう近いCulture Assimilator作成を計画している。

異文化移行時の適応の特徴と留学生と受け入れ側の日本人の双方が持つ諸問題を概観し

た後、異文化移行期の不適応を取り除く合理的な教育方法として、 CultureAssimilatorを

本セミナーでは紹介した　OHP上にマルチメディアテキストから出力した静止画像を提

示し、参加者全員でCulture Assimilatorを体験した。

その後、異文化移行時の適応やCulture Assimilatorについて、話しあい、セミナー参

加者自身の体験等に基づいて留学生が日本で生活を行う上での困難な状況、理解の難しい

状況を想定して、 Culture Assimilatorの事例を作成し、報告しあった。

本報告では、実際にコンピューターを使用してCulture Assimilatorを紹介できなかっ

たが、異文化移行時の適応を促進させる教材としての目的、有効性は理解されたと思うo
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教育交流部門・広島大学短期交換留学

(HUSA)プログラム

堀　田　泰　司

(広島大学留学生センター・講師)

広島大学短期交換留学プログラムは、短期留学推進制度の一環として、特に日米文化教

育交流会議(カルコン)においてジュニア・イヤー・アブロード・プログラムによる留学

生の受け入れを積極的に推進するよう勧告されていることもあり、アメリカ合衆国を主た

る対象国としながらカナダ、オーストラリア、マレーシア、その他ヨーロッパ諸国の大学

(短期学生交流協定校)に在籍する学部学生で、本学に-学期若しくは-学年度の短期間

留学を希望する者を対象とするもので、特別に「英語による授業科目」を開設することで

もって、本学で教育を受ける機会を提供し、もって学生交流を活性化させ、本学の一層の

国際化に資することを目的とするものである。そのために特に本学では、総合科学と言う

観点から特色ある専門的科目や日本・アジア理解を推進する専門的科目を提供し、将来日

本やアジアの事情に通じた人材の育成に貢献するとともに、本学の学生の国際感覚の養成

と海外留学を活性化することが出来るようなプログラムを提供する。

HUSAプログラムは、その実施委員会によって統轄されており、委員会は、合計20名の

各学部代表委員並びにその他委員により構成されている。但し、実務的な管理運営に関し

ては、留学生センターの教育交流部門並びに留学生課がその主たる業務を担っている。ま

た、受け入れ学生に対する授業科目は、各学部が独自に開講している0

I.受け入れプログラムの概要

①　受け入れ機関:-学期又は、一学年

②　募集人員:30名

③　募集方法:学生交流協定を締結している(締結する)各国の大学に対し募集要項を

配布し、公募する。

④　応募資格:(l)アメリカ合衆国を主としたアジア・太平洋地域の大学の学部学生で

あること

(2)本学との問に学生交流協定を締結している大学の学生または学生交

流について双方が合意した書簡がある大学の学生

(3)原則として自国の大学の正規課程3年次の学部学生

(4)学業成績が優秀で日本留学に熱意を持つ者

(5)非英語圏から応募する学生にあっては英語による授業を履修できる

のに必要な英語力を持つ者

⑤　選考方法:別途設置する選考委員会において書類選考する。

⑥　学生の身分と受け入れ方法:学生は、留学生センターで総括しながら、それぞれ専
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門に応じて本学の指導教官を定め、各学部で「特別聴講学生」広島大学学生交流規程)

として受け入れる。

⑦　授業科等の不徴収:交流協定に基づく、特別聴講学生として受け入れるので、授業

料等を徴収しない。 (なお授業料については、協定の中で「相互不徴収」について合意

する必要がある)

⑧　カリキュラム:97年度に開設された授業科目は、 3つの形態から構成されているo

「特設科目」は、 HUSAプログラムの学生のために特別に開設された英語による授

業であり、 「常設科目」は、すでに総合科学部で開設されていたものに、 HUSAプログ

ラムの学生が登録した場合、英語を交えた授業にするという条件のついた授業であり、

日本人学生と共に履修するものであるo第3に「日本語関係科目」は主に教育学部が

開設している日本語・日本事情の科目であるoまた、授業科目はそれぞれの学部が開

設しているものであり、その統轄は各学部で行われているo以下が97年度に開設され

た授業科目一覧表である。

1997年度(97年10月～98年7月)授業科目一覧

1.特設科目

授業科目名 単位数　開講学期　　備考

アジアの哲学と宗教

比較教育学
カリキュラム開発論

日本のスポーツと文化
日本の文化と教育
学校教育の心理学的研究
戦後日本の経済発展とシステムの変遷
国家財政システム
日本の製造業界における技術開発と発展
応用微生物学
微生物生態学研究法
野外学習B
特別課題研究
仏教学
日本の心理学研究
高等教育論
開発教育論
カリキュラム開発論

日本の家庭生活
日本の企業
日本の金融システムと経済発展
産業政策の経済的分析
生命科学概論
野外実習A
生物工学概論

平和と人権

2単位　秋学期　　　文学部
3単位　秋学期　　　教育学部
2単位　秋学期　　　教育学部
3単位　秋学期　　　教育学部
2単位　秋学期　　　教育学部
2単位　秋学期　　　学校教育学部
2単位　秋学期　　　経済学科
2単位　秋学期　　　経済学科
2単位　秋学期　　　工学部
2単位　秋学期　　　生物生産学部
2単位　秋学期　　　生物生産学部
2単位　秋学期　　　理学部
4単位　　秋・春学期
2単位　春学期　　　文学部
2単位　　春学期　　　教育学部
2単位　　春学期　　　教育学部
2単位　春学期　　　教育学部
2単位　春学期　　　教育学部
2単位　春学期　　　教育学部
2単位　春学期　　　法学部
2単位　　春学期　　　経済学部
2単位　春学期　　　経済学部
2単位　　春学期　　　理学部
2単位　　春学期　　　　理学部
2単位　　春学期　　　　工学部

2単位　春学期　　芸憲蒜グラム
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2.常設科目

授業科目名 単位数　　開講学期　　　　　備考

現代演劇映画論
社会・人類言語学演習
児童文学論演習
女性学特別演習
I"l&fiiM'r

計算機インターフェース論
環境化学

地球科学の実習
電気工学IV

分析論実習C
統計学実習A
㌫Il!1′里童

物理演習B I
現代演劇・映画論演習
比較文化論
言語応用論演習
言語思想論特別講義
現代詩論特別演習
量子力学演習
生体防御学
環境科学野外実習
数学
美術(モデリング)

音楽概論
調理実習
経済学2
コミュニケーション概論

代数学A
幾何学A
胃nji/ijii:i
物理演習B II

3.日本語関係科目

授業科目名

2単位
2単位
2単位
:uiif.y

2 JIif"'.

蝣J Wft:

・_・'iM>':

: 'IW.
2単位
・J JiU":

2単位
・_'<i-f立

1 111.

2単位
2単位
2年f.':
:'. 'i一立

3, rllf.1'.

2単位
2単位
2単位
l}中(.":二

2単位
2単位
2単位
2単位
・J 'iU-V:

ご小.'<:

・J 'litl'.

2単位
'"> t再]''.

期
期
期
期
期
期
期
期
期
期
期
期
期
期
期
期
期
期
期
期
期
期
期
期
期
期
期
期
期
期
期

学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学

秋
秋
秋
秋
秋
秋
秋
秋
秋
秋
秋
秋
秋
春
春
春
春
春
春
春
春
春
春
春
春
春
春
春
春
春
春

単位数　　開講学期

総合科学部
総合科学部
総合科学部
総合科学部
総合科学部
総合科学部
総合科学部
学校教育学部
学校教育学部
理学部
.ll;. J*'ii:;

理学部
-¥;'-f'lU'

総合科学部
総合科学部
総合科学部
総合科学部
総合科学部
総合科学部
総合科学部
総合科学部
学校教育学部
学校教育学部
学校教育学部
学校教育学部

学校教育学部
学校教育学部
理学部
理学部
理学部
理学部

備考

日本語・日本事情A
日本語・日本事情B
日本語初級I
日本語初級II
日本語初級lII
日本語初級IV
日本語初級Ⅴ
日本語中級I
日本語中級II
日本語中級III
日本語中級IV

2単位　　春学期
2単位　　秋学期
2単位　　秋・春学期
2単位　　秋・春学期
2単位　　秋・春学期
2単位　　秋・春学期
2単位　　秋学期
2単位　　秋・春学期
2単位　　秋・春学期
2単位　　秋・春学期
2単位　　秋・春学期
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総合科学部
総合科学部
留学生センター
留学生センター
留学生センター
留学生センター
留学生センター

留学生センター
留学生センター
留学生センター
留学生センター



日本語中級Ⅴ
日本語中級VI
日本語中級Vll
日本語中級Ⅶl
日本語中級IX
日本語上級I
日本語上級II
日本語上級lII
日本語上級IV
日本語上級Ⅴ
日本事情I
日本事情II
日本事情III
日本事情IV
日本事情Ⅴ

期
期
期
期
期
期
期
期
期
期
期
期
期
期
期

学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学
学

春
春
春
春
春
春
春
春
春
春
春
春
春
春
春

°

　

°

　

°

　

°

　

.
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.

　

.

　

.

　

°

　

°

　

　

Ⅰ

　

°

秋
秋
秋
秋
秋
秋
秋
秋
秋
秋
秋
秋
秋
秋
秋

位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位
位

単
単
単
単
単
単
単
単
単
単
単
単
単
単
単

N

 

N

 

N

 

N
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N

 

N

 

N

 

M

 

M

 

M

 

N

 

M

 

N

 

N

留学生センター
留学生センター

留学生センター
留学生センター
留学生センター
留学生センター
留学生センター
留学生センター
留学生センター
留学生センター
留学生センター
留学生センター
留学生センター
留学生センター
留学生センター

⑨　受け入れ体制の整備:(1)学生宿舎(日本人・留学生混住型)を用意するとともに、

ホームステイ受け入れ家庭との交流も促進するo (2旧本人学生チューターを事前に配

置し、受け入れ開始と同時に留学生を支援する。 (3)入国時身元保証人としては、各指

導教官に依頼しないで、機関保証(広島大学)とする。

II. 1997年度HUSAプログラム受け入れ状況

97年度は、アメリカ、カナダ、オーストラリア、マレーシア、スウェーデン、オランダ

の8大学から23名の留学生を受け入れた。期間は、殆どの学生が1年間の滞在を希望して

おり、男女別で見ると男子学生14名、女子学生9名であった。

派遣国　　　　　大学名 期間　　人数(男・女)

アメリカ

カナダ

オーストラリア

マレーシア

スウェーデン

オランダ

フロリダ州立大学

メリーランド大学

ミネソタ大学

カルガリー大学

ニューイングランド大学

マラヤ大学

リンシューピン大学

アムステルダム大学

1年　1名(1:0)

1年　　3名(2:l)

1年　　5名(4:1)

1年　　3名(1:2)

1年　　3名(0:3)

1年　　3名(1:2)

1年　　2名(2:0)

1年　　2名(2:0)

半年　1名(1:0)

23名(14: 9)
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所属学部別

所属学部　　　　　　　人数(男:女)

総合科学部

文学部

昔音蝣f-
-a:

学校教育学部

汗i'i(蝣-]-・i:'!>

・1.宇部

].肯-IIll'

工学部

5名(3:2)

2名(2 :0)

5名(2:3)

2名(o:2)

4名(3: U

l名(l :0)

1名(o: l)

3名(3:0)

合計 23名(14: 9)

III. 1997年度HUSAプログラム受け入れ活動

①　選考:1997年度募集要項は、昨年1-2月中に派遣大学へ配布され、 3-4月に各

大学から参加希望者が推薦された。そして、 5月には、本学の選考委員会によって正

式決定された。

②　渡目前の情報の提供:渡目前のオリエンテーションを兼ねて広島大学及び留学生生

活に関する情報を網羅した英語版の「短期交換留学生用手引き」を各学生に送付した。

この手引は、前年度の短期交換留学生によって作成されたため、その利用価値は高かっ

たようである。また、学生の個人的な質問等には、電子メールとファックスを活用し、

個々のケースに対応した。

③　チューターオリエンテーション:日本人学生チューターは、留学生の渡日以前に決

まっていたので、学生チューターに対し事前のオリエンテーションを行ったo特に、

留学生到着後の第1週目の事務手続き並びに寮へ入居するまでの具体的な支援活動に

ついて説明を行った。

④　プログラムオリエンテーション:短期留学生到着後の第1週目にHUSAプログラ

ムのオリエンテーションを実施委員会委員長を始めその他委員の参加の下に開催した。

具体的には、委員長挨拶、カリキュラムの説明、大学施設の案内、電子メールの申し

込み等が行われた。

⑤　見学研修:留学生センターが実施している見学研修に参加する形で短期留学生にち

広島近郊の史跡見学、企業訪問等を行っている。また、短期プログラム用特設科目の

指導教官が授業の一環として独自に様々な見学旅行を実施している0
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⑥　授業履修状況:秋学期の履修状況は、概ね全員が10-12単位、授業科目数にして、

6-9教科授業を履修している。多くの学生は自分の専門分野以外の教科にも積極的

に参加している。特に、日本語の履修の比率の多きは、昨年に続き顕著に現われてい

る。留学生センターは短期留学生のニーズに合った補講授業や大幅なカリキュラム改

正に積極的に取り組んできている。

IV. 1997、 98年度HUSA留学生派遣計画

本校の短期留学生派遣は、 1996年度には既に2回実施されており、また、 1998年度派遣

留学生の選考も既に終えている。例年、 12月24日に応募者の選考試験を行い、翌年の1-2

月中には実施委員会で選考、 3-4月に受け入れ大学へ推薦という日程で選考・推薦を行っ

ている。以下は、派遣学生の募集に関する資料の一部を抜粋したものである。

広島大学短期交換留学(HUSA)プログラム

派遣学生の募集について

1制度の趣旨:

短期交換留学プログラムは、学部生・大学院生が短期学生交流協定等に基づいて母

国の大学に在籍しつつ、派遣先の大学において学習、異文化体験、語学の実地習得

等を目的として、概ね1学年以内の1学期又は、複数学期教育を受けて単位を習得

し、研究指導を受ける制度で、1996年度後期から、アメリカ、カナダ、オーストラ

リア、マレーシア等アジア、太平洋諸国の大学から主として学部学生を短期交換留

学生といて招致し、平成9年度後期から本学の学部学生を各国各協定大学に派遣す

るという相互交流事業である。この交流事業は派遣先大学において授業料不徴収及

び単位互換認定の制度を内容としており1997年度について、別紙の通り募集する。

2出願書類:

・I中,.Vr.fr

(参留学計画

(診TOEFL成績表(500点以上が望ましい)

④学業成績証明書

3出願書類提出締め切り:1997年11月25日(火)

*蝣'!-K
.ul.<j・:
応募条件を満たしている者に対し、留学計画、TOEFL成績、学業成績、面接(口述)

試験の結果に基づき選考する。第二希望大学まで選考の対象とする0
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5　面接(口述)試験日:1997年12月24日(火)

6　決定:1998年1月ごろ協定校へ推薦し、最終決定は、協定校の決定によるものと

する。

7　学生の身分:派遣先大学は、短期学生交流協定大学であるので、授業料、検定料、

入学料等は通常通り広島大学に収め、派遣先大学では、支払う必要がない。但し、

奨学金の支給はなく、生活費は自己負担になる。

V. 1997、 98年度HUSA留学生派遣事業の実績

1997年8 - 9月の短期交換留学生派遣に関しては、既に15名の応募者の内9名推薦し、

アメリカ、カナダの4大学へ派遣している。また、オーストラリアのニューイングラン

ド大学へは、 1998年2月に5名を派遣している。さらに、 1998年度7-8月の派遣に関

しては、既に10名の派遣留学生を選考している。今回は、カナダ、アメリカに加え、マ

レーシアのマラヤ大学やスウェーデンのリンシューピン大学へも派遣が決定している.

vI. HUSA留学生派遣事業の活動状況

本学の学生に海外留学の機会を増やすことが、広島大学の短期交換留学プログラムの

重要な任務の一つであることから、 1997年度にいくつかの活動を行った。第1の活動は、

海外留学に際し必要な現地校の事情を網羅したガイドブックの作成である。これは、 97

年度に協定校から派遣されてきた留学生が、母校に関する知識と経験を基に作成したも

のである。第2の活動は、派遣前のオリエンテーションの開催で、留学に関する一般的

な情報と共に、協定校から来ている留学生との交流の場を提供した。広島大学と協定校

の学生交流はその後も続き、現在は、協定校においても様々な交流活動が行われている。

最後に、海外留学の機会をより多くの学生に認識してもらうため、 97年の5、 6、 10月

の3回に渡り短期交換留学プログラムの説明会を開催した。

ⅥI.その他の活動

① 「短期交換留学のための日米シンポジウム」の開催:

1996年9月25日、国立大学協会、米国大学協会、文部省の協力の下、広島大学が「短

期交換留学のための日米シンポジウム」を開催した。開催の趣旨は、 「日米間を巣とする

学部学生の短期交換留学を推進するため、 1)このプロジェクトの意義を認識し、 2)

これまでの日米合同会議で提起された問題を検討し、 3)短期交換留学プログラムを実

施中の大学と計画中の大学間の情報・意見交換を目的とする。」ということであった。ま

た、プログラムの日程は、下記の通りである。
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9 :30-9 :40

9 :40-10:00

io:00-io:25

10:25-10I40

io:40-ll:05

ll:05-ll:30

ll:30-13:30

13:30-14:20

14:20-14:40

14:40-15:30

15:30-16:oo

広島大学長挨拶

文部省代表者講演

国立大学協会代表者講演

休憩

AAC&U (米国大学協会)代表者講演

討論'

.:'.!ォ;・

第1回討論会「短期プログラムの目的と意義について:誰のため

の、何のためのプログラムか?」

休憩

第2回討論会「短期プログラムの教育内容について:カリキュラ

ム・教授法の改善、単位互換問題等」

第3回討論会「日米の協力体制の可能性と今後の課題」

②　「留学生に聞く短期交換留学プログラムの現状と課題」の開催

1998年2月12日に、全国の国立大学の短期交換留学生代表並びに担当教官の参加の下、

留学生センターは講演・討論会「留学生に聞く短期交換留学プログラムの現状と課題」

を開催した。今回の講演・討論会は、これまで行われてきた短期プログラムの担当官、

関係者による討論会とは違い学生代表者から直接意見を聞くという新たなる試みであっ

た。以下が、プログラムの日程である。

日程

9 :30-10:oo

10:oo-io:10

10:io-io:30

10:30-12:oo

12:oo-2 :00

2 :00-3 :30

3 :30-4 :00

4 :00-5 :30

受け付け開始

多和田員一郎留学生センター長挨拶

長谷川伸次短期プログラムディレクター挨拶

参加者自己紹介

テーマ1 「協定校の送り出し体勢」

(司会:堀田泰司、広島大学留学生センター)

X!;LL-?

テーマ2 「日本の生活環境への適応」

(司会:太田浩司先生、名古屋大学留学生センター)

仕蝣;,・・(

テーマ3 「日本の大学教育と留学目的の達成」

(司会:ピーター・フィルコラ先生、北海道大学留学生センター)

5 :30-6 :00　　総括(司会:長谷川仲次、広島大学留学生センター)
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